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１　想定外の夜







「大丈夫か、葉は月づき？」

　隣に座る男からそう言われたとき、葉月唯ゆいは中ジョッキを半ばやけくその状態でグビグビあおっている真っ最中だった。

　新年恒例、同期入社の仲間との宴会の席である。

　十畳の座敷部屋では、本社勤務の同期たち一九名が酒を片手に盛り上がっている。来年度からめでたく入社七年目。上からも下からも圧を掛けられるようになった自分たちの、日頃の憂さを晴らすべく、宴のテンションはすこぶる高い。

　そんな中、部屋の隅の座布団を陣取った唯だけが、やさぐれたオーラを放っていた。

　今日みたいな日に、飲まずにいられるか。

　唯は、ホッケの開きを届けにきた女性店員に声を掛けた。

「お姉さん、生中もう一杯持ってきてください！」

「はーい、かしこまりましたぁ」

「こらこら」

　苦笑混じりの男の声が、またしても横から投げかけられる。

「いま頼んだので三杯目だろ？　宴会始まってまだ一時間だぞ。そろそろピッチを落としたほうがいいんじゃないか？」

「…………」

　唯は目線だけを右隣に投げた。そこに座っているのは、見れば誰もが振り向くであろうキラキラしたイケメン様である。

　この男の名は雪ゆき村むら海かい斗と。唯と同じく、営業部第一課に身を置く青年だ。

　引き締まった体つきに、股下の長い高身長。形のいい唇と健康的な頬、通った鼻すじにサラサラした茶色い髪（どうやら地毛らしい）。整いすぎた面差しを愛嬌よくやわらげるのは、少々タレ気味の目だ。

　そんな彼は、スーツの上着を脱ぎ、ネクタイを緩め、シャツの第一ボタンを外した状態である。片脚を立てた行儀の悪い体勢を取りつつ、右手に持つのはビールの中ジョッキだ。

　世間一般的にはだらしないと思われるような姿でも、この男がすると色気マシマシのカッコよさに仕上がるのだから、イケメンという奴は政府から余分に税金を取り立てられてしまえばいいと思う。女の唯ですらそう思うのだから、男性陣の心情は推して知るべしである。

　しかもこの男は、営業成績において、先輩諸氏を差し置き三年間トップを独走中という優秀さなのだから、神様は実に不公平だ。

　やさぐれた気分のまま、唯は口を開いた。

「ご心配どうも。でも、今日は飲むって決めてるの」

「今日も、の間違いじゃないか？　ほら、酒飲むよりホッケ食べろよ。葉月、これ好きだろ」

　海斗は取り分け用の箸を使い、魚を切り分けて唯の前に置く。これにカボスを搾って食べるという唯の習慣を知っているらしく、「僕の手でいいか？」とひと言断ってから果汁を振りかけてくれた。

　好物を前にして唯は目を輝かせたが、こちらの女子力をサクッと超えてくる海斗の存在に対して、勝手な話だがやさぐれ度が高まったのも事実だ。

　女子力なんて、とっくに捨てているからいいんだけど。

　今朝も時間がなくて、一人暮らしのマンションをバタバタと飛び出してきたので、髪の毛はブローせず後ろで一つにくくっただけだ。外回りの仕事なので、スーツだけはちゃんとした物を買って手入れして、丁寧に着ている。しかし私服は、ジーンズと洗濯機で洗えるニットの組み合わせが定番であった。

「ありがと、雪村」

「醤油はここな。小さい骨があるから気をつけて食べろよ」

「雪村って母親みたい」

「あんなに可愛かった娘が、こんな飲んだくれに育つとは」

　海斗はわざとらしくため息をつく。唯は笑いながら箸を取った。

　ギュッと詰まった白身に、濃いめの塩味がたまらない。

「美味しすぎて最高」

「葉月ってほんと旨そうに食べるよな」

「ビールと一緒だとさらに美味しいんだよね。三杯目早く来ないかな」

「おまえ、今日なんかあっただろ」

　唐突に質問されて、唯はホッケを喉に詰まらせそうになった。

　そこにタイミングよく、生中が運ばれてくる。

「あ、それわたしのです」

「午後の外回りから帰ってきて以降、様子がおかしい」

　言いながら、唯のビールを海斗が横から攫った。

「ちょっと雪村、それわたしのビール」

「営業先でなにがあったのか教えてくれたら渡すよ」

「……わたしになにがあろうと、雪村にはまったく関係ないじゃない。余計なお世話っていうやつだと思うんだけど」

　意地悪をされたので、唯も嫌な言い方をしてしまう。

　海斗の頬がピクリと引きつった。怒るかな、と身構えたが、さすがのイケメンエースはこれくらいのことでは感情を乱さないようだった。

　代わりに、言い聞かせるような口調になる。

「僕はおまえを心配してるんだよ。葉月は僕にとって大切な同期でもあるし、充分関係あるだろ？」

　真剣なまなざしで告げられると、どきりとしてしまう。刺々しい言い方をした自分が恥ずかしくなった。

「……嫌な言い方してごめん。雪村って本当にいい奴だよね。困ってる人を放っておけないタイプっていうか」

「まさか。どちらかというと自分本位の人間だよ、僕は。損得で動くことのほうが多いしね」

「そうなの？　もし本当にそうだとしたら、すごく意外だな。仕事してるときでも、困っていそうな人を見つけたらすぐにフォローに入ってるし。雪村が女子社員を手助けした日には、その人を中心にロッカールームでは大変なことになってるよ。雪村は当社きってのモテ男だもん」

「そんな実感、全然ないよ」

　海斗はビールを口に含んだ。口元には皮肉めいた笑みが浮かんでいる。

「現に、葉月にとって僕はいい人止まりじゃないか」

「いい人って、誠実で優しいってことだよ。同期として最高の賛辞でしょ。わたしも雪村にそう思われてたら嬉しいし」

「ふうん」

　気のなさそうな返事が海斗から返ってくる。唯は彼の広い背中をポンポン叩いた。

「よしよし、モテすぎるのも大変だよね。いつものことだけど、後輩の女子社員たちが、『雪村さんの腕まくりの筋肉がエモすぎてごちそうさまです』って、今日もロッカー室で滾ってたよ」

「最近の子の肉食っぷりはすごいよな。というか、ほかの女子社員のことはどうでもいいんだよ。葉月、おまえさ」

　海斗はこちらに身を乗り出して、距離を縮めてくる。

「去年の初めくらいから、金曜は同期の篠しの木きさんたちと毎週飲みに行ってるし、平日も毎晩飲んでるよな」

「な、なんでわかるの？　もしかしてわたし、お酒臭かったりする？」

「そうじゃないけど、見てたらわかるよ」

　自分ではしっかりしていると思っていたけれど、実際は平日の朝っぱらから千鳥足を披露してしまっていたということだろうか。

　唯はがっくりと肩を落とした。

「……実は最近、悩んでて」

「うん」

　心配そうな声で海斗は先を促した。

　この男はイケメンで仕事ができる上に、やっぱり優しいのだ。唯が以前仕事でしでかしたミスを、海斗が大いにフォローしてくれたことがある。ミスの埋め合わせを残業して手伝ってくれて、しかもその後、「こんな夜中に一人で帰すのは心配だから」と唯のマンションまで送ってくれた。あの夜は、彼に礼を何回言ったかわからない。

　そんなできた人間である海斗に、自分のしょうもない悩みを相談するのはどうかと思う。でも、膝を詰めてこちらの言葉を待ってくれている彼のまなざしに誘導されて、唯は口を開いた。

「毎晩のお酒がどうしてもやめられないんだよね。そのせいで夜中の変な時間に目が覚めたり、肌の調子が悪かったり、体がむくんだりするの」

「晩酌くらい誰でもすると思うけど、量はどれくらい飲んでるんだ？」

「量っていうか、飲み方の問題かな。モヤモヤを吹き飛ばすために飲んでるんだけど、酔って寝るまではいい気分なんだよ。でも、起き抜けにはなぜかメンタルがすごく落ちてるんだよね」

「そのモヤモヤが、今日あったこととも関係してるというわけか」

「今日は……うーん、今日は、セクハラにあった」

　これが、今日の飲み会で飲んだくれている理由である。

　海斗の表情が険しくなった。

「誰からされた？」

「営業先のお偉いさん。さりげなく腰とかお尻とか触ってきて、すごく気持ち悪かった。だから今夜は余計に飲みたい気分なんだよね」

「またあの狸みたいな医局長か」

　海斗が腹立たしげに舌打ちする。この人でも舌打ちするんだ、と唯は妙なところで感心した。

　一方で、海斗がエロ狸に怒ってくれたことで、唯の心は軽くなった。すっきりした笑顔で、海斗に向けて手を差し出す。

「ちゃんと話したから、ビールちょうだい」

「あ、ああ」

　海斗はなぜか顔をほんのり赤くしながら、唯にジョッキを渡した。唯は早速ゴクゴクと飲み干していく。冷たい喉越しが気持ちよくて最高だ。

（そうそう、これこれ）

　アルコールが頭を快く痺れさせ、気分をフワフワした状態にしてくれる。嫌なことを忘れて楽しい気分になれるこの瞬間が、唯は大好きだった。

「今度葉月が狸の職場に行くときは、僕もついていくよ。こういうのは現行犯を押さえないと意味がないからな。怪しい動作を見つけたらビシッと言ってやる」

「ありがたいけど、ややこしいことにしたくないからいいや。はあ、美味しかった。お姉さーん、同じのもう一杯」

「ったく」

　海斗はため息をついた。

「なあ葉月。おまえ、実はそんなに酒強くないよな。無理して飲んでると体壊すぞ」

「……う」

　唯は言葉に詰まった。

　アルコールに強くないこともバレている。優秀な営業マンは、観察眼も優れているらしい。

　唯は新たに運ばれてきた生中を受け取る。琥珀色のシュワシュワした液体を見つめながら、つぶやいた。

「わかってるけどやめられないってやつなんだよね」

「飲みたくなったら別のことで欲求をごまかすとか、効果的な方法を考えないと」

「別のことって？」

「これは飲酒欲求に限らないことなんだけど、一つの欲求を打ち消すには、別の欲求を満たす方法が有効らしいぞ。たとえば、ダイエットしてるときにどうしても腹が減って、クリームたっぷりのケーキを食べたくなったら、すぐさま寝るとか。睡眠欲を満たすことで、食欲をごまかすんだよ」

「へー、それ効きそうだね。飲みたくなったら寝ればいいってこと？」

　海斗はうなずいた。

「そういうこと。まあ、そんな単純に飲酒欲求が消えるなら、この世にアルコール依存症っていう病気は存在しないんだけどな。葉月の場合はそこまで重症じゃないからさ。寝ることの代わりに、食べることも代用になるんじゃないか？　人間の三大欲求の一つだし」

「食は危険だな。それこそ太っちゃう。別の欲求ね、なるほどねー。寝るほかにどんなのがあるかな」

「こらこら、言ったそばから飲むなよ」

　苦言を呈する海斗に、唯は楽しい気分で笑いかけた。

「大丈夫だよ、今日は気分良く酔えそうな気がするし。話聞いてくれてありがとね、雪村。心が軽くなった」

「大丈夫じゃないって。おまえが毎週末どこかの居酒屋で飲んだくれてると思うと、こっちは心配でしょうがないんだぞ。自覚ないかもしれないけど、葉月はいつも笑ってて可愛いから、酔ってトロンとした顔になると、普段とのギャップで余計にくるっていうか。ほかの男の前でもするだろ、そういう顔。危なっかしくて放っておけないよ」

「わあ、出たよ女たらし発言。モテる男は違いますなぁ」

「いい奴の次は女たらしかよ」

　海斗はあきらめたように苦笑する。

「あ、生中きた。ほら雪村、かんぱーい」

「かんぱーい。って、おまえそれ五杯目」

　こんな調子で宴会は進み、酒の量はさらに増え、結果、唯はあえなく酔い潰れてしまった。







　翌朝、唯は暖かな布団の中で目を覚ました。

　意識がぼんやりしてはっきりしない。カーテン越しに太陽の光が差して、室内を薄く照らしている。

「いま、何時……？」

　手探りで、サイドテーブルのスマホを取ろうとした。でも、いつもの場所にテーブルがない。

　どうしてだろう。

　ぼうっとした頭で考えたとき、背後からふいに、たくましい両腕が体に絡みついてきた。

　広い胸板に抱き寄せられ、まどろんだ低い声が耳裏にふれる。

「葉月……」

「へっ？」

　唯はまばたきをした。

　肩とお腹のあたりに巻きついたり、背中に密着したりしているのは、自分よりも高めの体温だ。この生々しい肌触りから察するに、服の布地ではなく、人肌だと考えられる。

　つまり、背後にいる人物と自分は、お互い裸というわけで。

「もう起きたのか、葉月。早いな」

「えっ、ちょっと、待っ……、――っ」

　うなじに唇が押し当てられた。一つにまとめていたはずの髪はほどかれていて、シーツに広がっている。

　熱く濡れた舌が肌を這い、ちゅっと吸い上げられた。同時に、大きなてのひらに剥き出しの胸を覆われて、やわらかく揉まれ始める。

　甘い感覚が下腹まで走り、唯は肩を震わせた。

「や、……っ、ねえ、待って……っ」

「どうして。いまさら待てもなにもないだろ」

　肩をつかまれて、仰向けにされる。両手首をつかんで組み敷いてきたのは、会社で見慣れているはずの、端整な面差しだった。

　見慣れているはずなのに、この男のことを初めて見たような感覚に襲われて、唯は混乱する。

「ゆ、雪村なの……？」

「僕以外の誰だって？」

　綺麗な形をした目を眇めて、海斗は唯の顎をつかむ。

　やっぱり違う人みたいだと、唯は思った。

　わたしの知っている雪村海斗は、こんな表情をしない。

　こんな、情熱的な色気を纏わせたような顔は、見たことがない。

「まさかおまえ、以前に別の男とこういう風になったことがあるとは言わないよな」

「こ、こういう風って――、っん」

　唐突に唇を奪われた。

　食らいついてくるような口づけに、唯はとっさに顔を逸らそうとした。けれど顎をつかんだ手と、上からのしかかる彼の重みが、唯を逃がさないように押さえつけてくる。

　体の自由を奪われ、口づけが深まった。海斗は何度も角度を変えて、唯の唇を貪り始める。いやらしく求められる感覚に襲われて、唯の頭の中が真っ白になった。

　――雪村に、キスされてる。

　しかも、この上なく情熱的に。

　それだけが、やっと認識できる現実だった。

　ぬるついた舌が口腔内に強引にねじ込まれてくる。口蓋を舐められ、頬の内側をしゃぶられて、ゾクゾクした熱が背すじを走り抜けた。

「ぅん、ん……っ、ふ、ぁ……っ」

「葉月――、葉月、もっと舌出して。やわらかいところを舐めたい」

　焦れたような低音で懇願されると、そのとおりにしなければならないという気持ちにさせられてしまう。

　けれど、唯の舌は怯えたように縮こまったまま動かなかった。それを海斗は、一秒でも待てないとばかりに強引に絡め取った。

　舌同士をこれ以上ないほど密着させ、ぬるぬると擦すり立ててくる。ざらついた熱いぬめりにいやらしく攻め立てられて、あらがいようもなく快感が生まれた。

（どうしよう。どうしよう、気持ちいい）

　唯は混乱した。引っぱたいてでも押しのけるべきなのはわかっているが、体が動いてくれない。

　激しい口づけに互いの唾液が混ざり合い、クチュ、グチュ、と淫靡な水音を立て始める。唇の端から唾液が伝い、それを海斗が舐め取って、ふたたび唇に戻ってくる。

　口腔をみだらに嬲りながら、海斗は唯の片胸を手で覆った。ふっくらと盛り上がるやわらかさを味わうように、揉みしだいてくる。

　そのいやらしい動きと、敏感な先端を指の腹で擦りつけられる行為に、下肢のあたりから疼くような快感が湧き上がった。体を好き勝手にされているのに、なぜか嫌悪感は少しも生まれない。

（エロ狸のセクハラは、ひたすら気持ち悪かっただけなのに……！）

　海斗の手と唇と、たくましい体の重みは、不快とは正反対の感情を生じさせた。

　でも彼は同じ課の同期だ。恋人じゃない。毎日社内で顔を合わせて話をする相手とこんなことをしては、後々厄介なことになるに決まっている。

「っん、ぅ……っ、キス、だめ……もう、ぅんん……っ」

「――ッん、葉月、おまえの唇すごく甘い……」

　熱い吐息のあいまに、海斗は劣情に濡れた声でささやく。

「胸も、僕の指が沈み込むくらいやわらかくて――、おまえ、こんなに華奢なのに」

「あっ……！　そこ、摘まんじゃだめ……ッ」

　快感に尖りかけていた乳首を摘ままれ、クリクリと揉まれて、鋭い快感が体を貫いた。

「ぁ、あ、あん……っ、雪村ぁ……！」

「その声も、感じてる顔も、たまらないほど可愛い。昨夜はおまえが可愛すぎて、むちゃくちゃに抱いた。だから、やわらかくて華奢なおまえを壊してしまうんじゃないかと心配になったんだ」

　とんでもないセリフを陶然と告げながら、海斗は唯の下唇に甘く歯を立てる。焦がれるように告げた。

「もう一度抱きたい。抱かせて、葉月」

「そ、んなこと」

　恋愛経験の少ない唯にとって、この事態は対応可能な範囲を超えていた。高校時代に一度付き合ったことはあったものの、セックスをしたのはそのあいだの二、三度程度だ。大学時代や社会人になってからは恋愛から遠ざかっていたので、キスすらしていない状態である。

　唯の頬を撫でながら、海斗はこちらを見下ろしてくる。端整な顔立ちが、欲情に駆り立てられて興奮しているのがわかった。

（昨夜、わたしを抱いたって）

　そのようなこと、まったく記憶にない。

　でも、下腹のあたりにわだかまる鈍痛は、高校時代に経験した痛みに似ているような気がする。痛みの程度はあのときほどではないけれど。

「わ、わたし――」

　親指の腹で、唾液に濡れた唯の唇を辿りながら、海斗の顔が胸のほうに降りてくる。

「わたし、昨夜のこと全然覚えてなくて――、っん、ん……！」

　太くて長い親指が、口の中にねじ込まれた。まるで、唯の言葉を遮るためにしたかのようなタイミングだった。

　声を封じられた状態で、すでに尖りきっていた乳首を、彼の口に含まれる。

「んぅ……っ！」

　びくりと腰が跳ねた。熱く濡れた舌が乳首に絡みつき、それをじゅうっと吸い上げたからだ。

　あまりの快感に、唯は体をよじろうとする。けれど、海斗は上から唯をしっかりと押さえつけて、体の自由を奪った。

「ん、ン……っ」

「そんな風に抵抗して、昨夜のことをなかったことにするつもりか？　おまえ、僕の愛撫にあんなに感じていたじゃないか。――ほら」

　海斗が乳首を甘噛みしたので、唯は強い快感に打たれた。

「ぅんん……ッ！」

　海斗は攻め手を緩めない。唯の胸を根元からつかんで揉みながら、先端を口中で執拗に嬲った。

　唾液にまみれ、赤く熟れた乳首に海斗は舌を巻きつけてヌルヌルと扱く。下腹部まで走りぬけた快感に、唯が高く喘ぐと、海斗は喉の奥で笑った。

「起き抜けの状態でもこんなに感じるのか。乳首がもう尖ってきてるぞ。いやらしいな、葉月は」

「ぅ、ん……っ」

　唯の口腔内は相も変わらず海斗の指に蹂躙されている。

「こっちも同じようにしてやるよ」

「んん……ッ、ふ、ぅ……っ！」

　もう片方に吸いつき、まだやわらかな先端を海斗は舐めしゃぶった。飴を転がすように味わわれて、羞恥と快感に唯の頭の中がぐちゃぐちゃになっていく。海斗の目論見どおり、強い快感を生じさせた乳首は、すぐに硬く立ち上がった。

　唯の舌をいやらしく撫でていた指が、口の中から引き抜かれる。唾液を引いたその手を唯の陰部に下ろして、淡い茂みの奥をまさぐった。

「だめ、そこ……っ」

　ぬめり始めた割れ目を探られ、強い快感に襲われた。グチュ、クチュ、と粘性を帯びた水音が聞こえて、唯は恥ずかしさに泣きたくなる。

「やぁ、ぁ、あぁん……っ、ゆきむら、……っもう、やめ……っ」

「嫌じゃないだろ。ここだろ、葉月の好きなところ」

「――ひぁッ……!!」

　まだふくらみかけの陰核を、指の腹でコリコリと揉まれた。激しい快感に貫かれて、唯は背をしならせる。

　海斗はもう片方の手指で、赤く勃起した乳首をいやらしく撫でた。

「ここと同じだな。下の粒もふくらんですぐに固くなる」

「言わない、で……っ、ぁ、ぁあ……ッ」

「なあ、葉月。昨夜のことをすっかり忘れているんだったら、あのことも忘れたのか？」

「あの、こと……？」

　思い出そうとしても、考えなんてまとまるわけがない。

　ふくれ上がった陰核を海斗の指が摘まんで、嬲るように擦り合わせた。たまらないほどの快感に指先まで侵されて、唯はがくがくと震えた。

「あ、ぁあん……っ！」

「昨夜、帰りのタクシーでおまえが言ったんだろ？　まだ帰りたくないって」

　甘くささやきながら、海斗は耳朶に唇でふれてくる。熱い息が吹き込まれてゾクゾクした。

「そ、んなこと、言ってな――」

「飲みたくなる欲求を別の欲求で満たしてほしいって、おまえが僕に言ったんだよ」

　陰核を弄る指はそのままに、別の指がグチュ……と膣孔に押し込まれた。

　節くれ立った指が体内の柔襞を擦り上げていく感触に、唯は目を見開く。さらなる快感の波が押し寄せてきて、呑まれそうになる。

　唯は海斗の腕をつかみ、上ずった声を上げた。

「だめ、中に指入れちゃ……、あ、あ、あ……ッ」

「だめ？　昨夜は僕の指を三本も旨そうに咥え込んでいたじゃないか」

　可愛がるように内襞をくすぐりながら、海斗は唯の耳朶を甘噛みした。

　愉悦が突き抜けて、膣襞がぎゅうっと海斗の指を締めつける。さらに狭くなった蜜孔を、海斗はこじ開けるようにして抜き差しを繰り返した。

　いやらしい水音が鼓膜を濡らす。気づけば唯は海斗のたくましい体にしがみついていた。

「ひぁ、あ、ああ……ッ！」

「これから先も、毎晩、酒を飲みたくならないようにって。なあ、葉月。そう言ったろ？」

　耳を嬲っていた海斗の唇が、首すじに降りていく。やわらかなうなじに吸いつき、赤い痕をくっきりと残した。うなじだけでなく胸元まで口づけて、痕を執拗に散らしていく。

「おまえにベタベタ触ってくる狸も、こうやって痕をつけて牽制すればいい。ずっと、消えないように毎晩つけ直してやるよ」

「やぁ、そんなの、毎晩なんて――」

　目に涙を浮かべながら唯は首を振った。

　巧みな指遣いで膣孔をグチュグチュと苛みながら、海斗はもう片方の手で唯の顎をつかむ。劣情に濡れた瞳が唯を捉えた。

　やはり、会社で見る海斗とは別人のようだ。どちらが本当の彼なのか、唯はわからなくなる。

「いまさらダメはなしだ」

「っぁ、あ……！」

　長い指を根本まで深々と埋められて、突き当たりの膜を抉られた。同時に陰核を擦り上げられ、激しい快感に打たれて、唯の視界がチカチカと瞬く。

（だめ、このままじゃイっちゃう……！）

　同じ会社の、しかも同期の腕の中で絶頂に達するなど、あってはならないことだ。あられもない痴態を見せてしまった相手と、これから先も机を並べて平然と仕事をするなんて、唯にはハードルが高すぎる。恋人だったらともかく、酔った勢いでだなんて、よりいっそう駄目だ。

　唯はギュッと目をつむって必死に耐えた。けれど、いまにも弾けそうな熱が下腹の奥でふくれ上がり、止められそうにない。

「ぁああ……ッ!!」

　蜜孔の最奥を無慈悲にかき回されて、唯は理性を引き剥がされた。そのまま高みに駆け上がるかと思われた瞬間に、海斗は指を膣から引き抜いた。目前に見えていた絶頂への道が断ちきられる。

「――っ」

　唯はとっさに、追いすがるような目で海斗を見た。海斗は愛液にまみれた自身の指を舐める。端整な顔立ちに挑発的な色が滲んだ。

「嫌だと言ったわりに、物欲しげな顔じゃないか」

　意地悪な言葉に泣きたくなる。

　唯は、体の奥の強い疼きをどうにもできない。息を乱しながら海斗を見上げた。

「意地悪なこと、言わないで……っ」

「意地悪なのは葉月だろ？　昨夜から僕は、おまえに翻弄っされっぱなしなんだよ。そのせいで、僕の頭の中は葉月のことでいっぱいだ。ただでさえ僕はずっと前から――」

　唯の腰を片手でつかみながら、海斗はふたたび指を蜜孔にねじ込んでいく。快感に体内を舐め上げられる心地がして、唯はびくりと体を震わせた。

「っ――」

「ほら……僕にねだるみたいに絡みついてくる。昨夜と同じだ。おまえの中、ねっとりしてすごく熱い。もっと気持ちよくしてやるから、可愛い声を聞かせて」

　愛欲に濡れた海斗のささやきに、心がかき乱される。

　熟れきってぐちゃぐちゃになった蜜孔は、男の指を歓喜して受け入れた。

　海斗の指は、弱いところを的確に狙ってくる。擦ったり、大きくかき混ぜたり、時には爪を立てたりして、唯の官能を刺激して淫熱を煽り立ててくるのだ。

（気持ちいい――）

　唯の頭の中はバターのようにとろけてしまい、全身を快楽に侵された。なけなしの理性まで溶け崩され、唯は絶頂を求めて腰をくねらせる。

「ぁあ、ん、ん……っ、ゆきむらぁ……っ」

「は……たまらない。可愛い。もっと欲しいだろ、葉月。欲しいって言えよ」

「……っしい、っん、ぁあ、指、もっと……、ぁ、ああ……っ」

「葉月……っ」

　荒々しく唇を奪われた。

　同時に、二本目の指がずぶずぶとねじ込まれていく。弱い箇所を的確に擦られて、唯の体を快感がビリビリと駆け抜けた。

　筋肉質な体にしがみついて、何度も喘ぐ。海斗の大きな手が胸のふくらみをつかみ、揉みしだいた。全身が熱くとろけ、絶頂がふたたび近づいてくる。

　しかし、快楽が今度こそ弾ける直前に、海斗はまたしても指の動きを止めてしまった。きゅうきゅうと締めつける膣肉を振りきるように、己の指をずるりと抜き出す。

　あと少しのところで絶頂への糸を切られて、唯は目を潤ませた。体が疼いて仕方がない。

「どうして、雪村……っ」

　海斗を必死に見上げると、彼は喉元で笑った。劣情に染まりきった瞳で唯を見下ろし、大きなてのひらで両頬を挟む。

「今日だけで終わらせたくない」

　すぐ間近まで端整な顔を近づけて、掠れた声で言う。

「葉月は僕を利用すればいい。一人で家に帰りたくないんだったら僕の部屋に来ればいい。深酒をしたくないなら、僕に抱かれて飲みたくなるのを紛らわせばいい。あんな風に酔って、僕以外の男にもたれかかるおまえなんて、想像するのもまっぴらだ」

「雪村……？」

「葉月が僕をなんとも思っていないのは知ってる。おまえはそれでいいよ。けれど僕自身は、もう我慢できそうにない」

　唯にまたがったまま、海斗は上体を起こした。汗にしっとりと濡れた彼の肌、たくましい胸と割れた腹筋、そしてその下に屹立するものを目にして、唯はどきりとする。

　硬く張り詰めた男性器は赤黒く脈打ち、猛々しく天を突いていた。興奮しきっていることがひと目でわかる様相に、唯はひどく動揺してしまう。

　海斗が自分を相手にして、こんな風になるだなんて夢にも思わなかった。

　彼は自らの手で剛直を握り、熱情に満ちたまなざしで唯を見下ろしてくる。

「ほら、わかるだろ？　僕がどんなにおまえを欲しいと思っているか」

　色気に濡れた声でささやかれた。

　みだらな光景を見せつけるようにされて、唯の肌の表面が炙られたように熱くなる。胸の奥や、そして下腹のあたりも、なにかに締めつけられるかのように苦しくなった。

「ゆ、雪村……」

「葉月――」

　覆いかぶさってきながら、片手に握った性器の先端を、唯の陰部に押しつけてくる。濡れそぼった襞の浅いところをかき分けるようにされて、グチュ……と卑猥な水音が立った。

　硬く勃起した昂りの、その獰猛な熱さが唯の胸を震わせる。同時に、もどかしく広がった快感と、奪われる直前の恐怖に身が竦んだ。

「……っあ」

「昨夜のことは覚えてないんだったな」

　唇が重ねられる。ねっとりと口づけながら、淫靡な口調で海斗は告げた。

「葉月はひどくされるのが好きだった。奥を擦られるのも、いやらしい粒をきつく捏ねられるのも」

「ぁ、ああ……っ！」

　海斗の腰が誘うように動いて、熱い切っ先が割れ目を往復する。ふくれ上がった柔粒を、剛直の先端でコリコリと刺激されて、唯は快感に喘いだ。

　唯の痴態を、海斗は欲情した目で見下ろしている。

「ほら、もう入りそうだ」

　愛液と白濁の先走りによってぬるぬるになっているせいで、往復を続ける固い先端が、時折蜜孔に引っかかる。

　その度に鋭い愉悦が駆け抜けて、唯は腰を震わせた。

　このまま貫かれたい。もっと気持ちよくなりたい。体の奥ではちきれそうになっている熱を弾けさせたい。

　けれど――一線を超えてはいけない。だって彼は友人なのだ。同じ課の同期なのだ。

　唯は焦燥感に駆り立てられて、必死に首を振った。

「だめ、入れちゃ、だめ……っ」

「じゃあこのままやめても？」

　感じすぎる媚肉を剛直で苛みながら、海斗は胸を揉みしだいてくる。勃ちきった乳首を強く摘ままれて、唯は喉をしならせた。

「ああぁん……っ」

「ッ、僕はやめたくない。葉月の中にいますぐにでも入りたい」

　熱く息を荒げながら、のけぞった白い喉に、海斗は噛みつくように口づける。

「言えよ。毎晩ここに来るって。僕に抱かれに来るって」

「雪村……っ」

「一人で部屋にいるのが嫌なんだろ？　なら酒に頼るんじゃなくて、僕のところに来いよ。何度でも抱いて、気持ちよくしてやる。抱きしめて、いくらでも甘やかしてやるから――」

　ぐちゅりと、昂りの先端が隘路に押し入ってきた。

「夜の時間だけでいい。僕だけのものになって、葉月」

「ひぁ、ぁ、ああ……っ」

　太く硬い肉棒が、蜜にまみれた隘路を無理やり押し開いていく。

　敏感な襞を擦り上げられる感触が、途方もなく気持ちいい。

　根本までねじ込まれて、突き当たりを抉られた。力強い腰遣いに激しい快感を受けて、唯の視界がチカチカと瞬く。

「っア、気持ち、い……っ、ぁあん、ああ……ッ！」

「僕、も――、っ、おまえの中、たまらない……！」

　海斗は激しく腰を律動させた。愛液に濡れた手で唯の腰をつかみ、滾った欲望を強く打ちつけてくる。膣壁を余すところなく擦られて、至上の快楽が唯を襲った。

　己の内を何度も貫く熱塊に、啼き声を上げてよがる。気持ちいいとしか、もう考えられなくなっていた。海斗のマンションの寝室の、彼のベッドの上で、互いの汗と淫液にまみれながら、快楽を貪り合った。

　グチュグチュと、いやらしい水音が響く。白いシーツに染み渡り、唯の肌に絡みつく。

　唇を奪われて、口腔内を彼の舌に舐めしゃぶられた。背に回った片腕に上体を起こされて、彼の脚の上に座らせられる。

「っああ、深、ぁ……っ」

　自分の重みでさらに奥まで咥え込まされて、唯は喉を震わせた。

　揺さぶられるたびに濡れ襞がこすりたてられ、突き上げられるたびに子宮の底を叩かれて、下腹から激しい官能が湧き立つ。恥骨の裏にある弱い部分に時折雁首が引っかかり、そのたびに愉悦の衝撃を受けて体が大きく震えた。蜜にまみれた膣内を大きくかき混ぜられるようにされると、悦すぎて喘ぎ声を止められなくなる。

　かき出された愛液が泡立って、二人の下肢を濡らしていく。彼の下腹に密着した花芯が擦りつけられて、弾ける快感が脳髄にまで響く。

「ぁあ、も、っあ、イく、イっちゃう……！」

　たくましい体に両腕でしがみついて、唯は切なく叫んだ。

　さっきみたいに、途中でやめられたらどうしよう。

　いまそんな風にされたら、きっとおかしくなってしまう。

「ゆきむら、雪村ぁ……っねがい、お願い、離さないで……っ！」

「――くそっ……！」

　海斗は奥歯を噛みしめた。華奢な体を両腕できつく抱きしめて、最奥を何度も穿つ。

「あ、あ、あ、……っ!!」

「葉月……ッ！」

　唯の視界が白く弾けた。絶頂に達して膣肉が蠢動し、太い肉棒をきゅうきゅうと引き絞る。

　海斗は喉の奥で呻き声を上げて、剛直を膣から引き抜いた。眉をきつく寄せ、はちきれんばかりにいきり立った男性器を己の手でつかむ。荒々しく扱き上げると、先端から白濁液が放出された。

　しっとりと汗ばんだ唯の腹部にそれが掛かって、生温かい感触が肌を濡らした。己の性器をつかむ彼の指も精液に濡れている。吐精しきるまで扱き上げるその動きがなまめかしくて、唯は目を逸らせなかった。

「は――」

　熱っぽく息をついて、海斗は自分の表情を隠すように顔をうつむける。

　唯はぼうっとしながら、自分の腹部に視線を落とした。肌を濡らす白濁液に指でふれようとしたとき、ふいにその指を海斗がつかんで止め、唇に口づけられた。熱いキスを受けているあいだに、精液は彼によってシーツで拭い取られた。

「葉月……」

　両腕で抱き竦め、うなじに顔をうずめるようにして、海斗は言う。

「この部屋の合鍵、渡すから」

　ああ、駄目だ。

　こんなことをしては駄目だ。

　唯の理性はそう訴えるけれど、体が言うことを聞かない。快楽の残滓が指先にまで残っていて、全身を甘く痺れさせていた。唯は彼の腕に抱きしめられるがままになり、たくましい胸板にぐったりと身を預けている。

「仕事帰りに、ここに来て。土日はいつでも来ていい。待ってる」

「――――」

　どうして海斗はこんなことを言うのだろう。

　まるで恋人にするみたいに、熱い両腕で抱きしめながら、こんなことを言うのだろう。

「必ず来て。待ってるよ、葉月」






２　彼の片恋の始まりについて









　飲み会において、海斗が葉月唯の介抱係になったのは、この新年会が初めてではなかった。

　同期会は年二回開かれる。六月の暑気払いと、一月の新年会だ。そして前回の暑気払いでも、唯は見事に酔い潰れた。

　いつもどおり唯の隣の席を確保していた海斗は、酔って寝てしまった彼女を見てびっくりした。入社して六年目だが、唯がこんな風になるのを見たのは初めてだったからだ。

　唯は普段からそこまで飲むほうではない。ほろ酔いの状態をキープして楽しく過ごし、二次会にはそのときの調子によって行ったり行かなかったりで、ちゃんとした大人の飲み方を心得ているタイプだった。

　それなのに、暑気払いの飲み会では酔い潰れて眠ってしまった。海斗は介抱係を速やかに買って出て、唯を抱き上げタクシーに乗り込んだ。

　六月だというのに、車内はクーラーが効きすぎていて寒いくらいだった。海斗は設定温度を上げるようにドライバーに言い、スーツの上着を脱いで唯の肩に掛けた。

　走り出す車内で、アルコールに頬を上気させながら眠る唯を、海斗は惹き込まれるように見つめていた。一つにまとめられた髪は乱れていたので、そっとピンを抜いて髪留めを取る。肩に落ちかかった髪を指で梳かすと、シャンプーの甘い匂いが鼻先をかすめてドキリとした。

（葉月が営業部に転属になって、三年目か）

　唯は入社当初、経理の仕事を希望していたという。

　しかし、明るくてガッツのある唯には営業職が合うだろうと、人事は判断したようだ。渋る唯を説き伏せて、営業一課に配属させたのは三年前のことである。

　そのときすでに海斗は一課にいて、唯を新メンバーとして迎える立場にあった。その当時は彼女のことをなんとも思っていなかった。明るくて話しやすい同期だという認識を持っていただけだった。

　人事の目は確かだったようで、営業に移って一年後には、唯は課の主力に成長していた。医療機器の輸入・販売を取り扱う専門商社ということもあり、女性の営業部員はまだまだ珍しい。商社の営業職（いわゆる『商社マン』という奴である）は元々女性の少ない職種にはなるのだが、それに加えて医療業界自体が、女性医師の占める割合が全体のわずか二割という男性社会である。それに類して医療機器業界も、男が強い昔ながらの閉鎖的な世界だ。現に、一課の女性営業は唯だけというのが現状である。

　そのため、取引先では侮られることもあったらしいが、逆に重宝されたり、可愛がられたりすることも多かったようだ。

　営業成績は右肩上がりで、傍目には彼女は順調にいっているように見えていた。けれど、見えないところでの苦労や努力はたくさんあっただろう。

　唯に成績を抜かれた同僚が、悔し紛れに彼女に悪態をついている場面を見たことがある。もちろんその同僚を海斗はその場で叩きのめしたが（手は出していない。言葉で攻撃しただけだ）、悪意をぶつけられたときの、傷ついたことを顔に出すまいと必死になっている唯の姿は、いまでも覚えている。

　その頃からだ。唯のことが気になり出したのは。

　彼女が仕事で失敗して、上司に怒鳴られたことがあった。注文を受けた商品と、発注した商品の型番を間違えたのだ。唯が営業部に転属して、一年が経った頃のことだった。

　厳密に言えば、唯自身が間違えたわけではない。正しい型番を彼女がパソコンに入力して、共有ファイルに保存しておいたのを、事務員が誤って消してしまった。事務員は慌てて復元させたのだが、焦っていたからか気づかないうちにキーを余分に打ってしまい、語尾に一文字を付け加えた状態で保存したのだ。

　事務員は自分の失敗を隠したかったため、一連の作業を唯に伝えなかった。結果、今回の発注ミスが起こったのである。

　けれど、この注文の責任者は唯であるから、最終的には彼女のミスである。多忙を理由に最終チェックを怠ったと、彼女は上司からきつく責められた。

　唯は蒼白になり、取引先を駆けずり回って、何度も頭を下げた。運悪く、正しい型番の製品の在庫をメーカーが切らしていたため、代替品を確保するために他のメーカーを複数当たらなければならなかったのだ。

　唯は体力的にも精神的にもふらふらの様子で、後処理のために夜中までの残業を余儀なくされた。上司は彼女をきつく叱るばかりでフォローをせず、唯を追い詰めにかかったので、見かねた海斗があいだに入った。

　ミスはミスだから、上司に叱られるのは仕方がない。けれど、叱り方というものがある。反省しない相手にはきつく言うことも必要かもしれないが、唯はそういう社員ではない。

　海斗がフォローに回り、後処理を半分以上引き受けて、唯と一緒に残業した。二人しかいない静かなフロアで、唯は海斗に何度も礼を言って、謝ってきた。給湯室に行って、こっそり泣いていたことも知っている。

　すべて片付いた頃には夜の十時を回っていた。女の子を一人で帰らせるのは心配だったので、彼女のマンションの前まで車で送っていった。唯は遠慮して断ってきたが、海斗が口八丁で助手席に押し込んだのである。

　よほど疲れていたのか、ひと段落して緊張がとけたのか、唯は海斗の車の中で眠ってしまった。会社からマンションまでほんの十数分の距離だったので、起こすのが忍びなかったくらいだ。その上寝顔がとても可愛かったものだから、海斗はさらに困った。もっと見つめていたいという思いを振りきり、優しく揺り起こして、彼女の部屋の前まで送った。

　このときをきっかけに、唯の存在は海斗の中で大きくなっていった。

　出社したらまず彼女の姿を探した。声を掛けては幸せを感じ、声を掛けられたら嬉しさに心が躍った。懸命に仕事に取り組む唯をまぶしく思うと同時に、疲れきっていないか、心ない連中に傷つけられていないかと、ハラハラしたりもした。

　そんな毎日を送っているうちに、唯が営業一課に転属して三年が経った。

　三年目とは、そのあいだに蓄積されたストレスや疲労によって参ってきた体が、そろそろ休ませてくれと声を上げてくる時期でもある。海斗にも覚えのある感覚だから、よくわかる。

（僕は男だから、体力にものを言わせて押しきってきたけれど）

　唯の細い体では、無理を通すことが難しいときもあるだろう。

　加えて、女性が男社会に乗り込んでいくときには、まとわりついてくる困難が常にある。ハラスメントの問題は、女性が被害を受けるケースが男よりも多いのが現状だ。

『がんばってるもんな、葉月は』

　暑気払いの帰り道、タクシーの冷房は弱まって、車内は心地よい温度になってきていた。自分の肩に頭を預けて眠っている唯の、サラサラした髪を海斗は指で梳いた。二人で残業をした夜と同じ、甘い香りが海斗の鼻をくすぐった。

　彼女を見ていると、そんなにがんばらなくてもいいのに、と思うときがある。肩の力を抜いて、ゆっくり休ませてあげたいと思うときも。

『ん……』

　海斗の声に反応したのか、唯が小さく身じろぎした。海斗の肩からずり落ちそうになるのを、腕を回して支える。

『もうすぐ葉月のマンションだよ。明日は休みだし、家に帰ったらゆっくり寝るんだぞ』

『家……？』

　睫毛を震わせて、唯はうっすらと目を開けた。まどろんだ瞳が潤みを帯びて、それがこちらに向けられたので、海斗の鼓動が跳ね上がる。

『嫌……帰りたくない』

　途ぎれ途ぎれの声で唯は言った。

　彼女の細い指がスーツの上着に掛かり、海斗は息を止める。

『帰りたくないよ。あの部屋……暗くて、静かで。静かすぎて』

『葉月――』

『帰って、寝て、朝が来て……そうしたら、また、がんばらなくちゃいけない。がんばらなくちゃ……』

　唯の声はだんだん小さくなり、やがて寝息に変わっていった。潤んだ瞳はまぶたに閉ざされて、そこから涙が一粒だけ零れた。

　海斗は胸が引き絞られるような痛みを覚えた。

　毎日出社して、成績を残せるように必死に仕事をする。疲れきって眠って、アラームに起こしてもらい、また出勤する。その繰り返しだ。唯や海斗だけでなく、誰もがそうだ。けれど自分と違って唯のようなまっすぐな人間は、そういう現実に、真正面からぶつかりすぎてしまうのかもしれない。

　海斗は、ふっくらした頬に伝う涙を拭った。彼女を守りたいと思った。こんな風に泣くのではなく、明るく笑っていてほしいとも思った。

　正直なことを言えば、帰りたくないと泣く唯を、そのまま自分のマンションに連れて帰りたいという思いを抱いたくらいだ。それをしなかったのは、酔った女性をどうこうしてはならないという自覚があったからである。

　でも、二度目は駄目だった。寒い冬の夜、抱き上げる腕の中で、あのときと同じように涙を零した唯を見て、海斗は衝動を抑えきれなくなった。

　そして、自室に連れこんで一度抱いてしまえば、もう離せなくなった。

「泥沼ってこういうことかよ」

　新年会翌日、土曜の寒い早朝。

　社宅のマンションまで車で唯を送り、エントランスに消えていく彼女の後ろ姿を見つめながら、海斗はそうつぶやいた。

　三年前、唯を好きになった自分を自覚してからは、彼女を手に入れるべく様々なアプローチをしてきた。ことあるごとに話しかけたし、ランチや夕食に誘ったり、唯が見たいと言った映画に彼女を連れて行ったりもした。

　都合が合えば、唯は誘いを嬉しそうに受けてくれた。彼女と二人で過ごす時間は海斗にとって幸せ以外のなにものでもなかったけれど、物足りなくもあった。

　これだけアピールしているのに、彼女はこちらの気持ちに気づきもしないのだ。

（鈍いにも程があるだろう）

　イエスでもノーでも、なんらかの反応をしてくれれば次の手が打てるというのに、それすらさせてもらえない。片思いの三年間を通して、なんの進展もなく時間ばかりが積み重なり、友達という関係がいよいよ固定化してきている。唯の恋人になりたい海斗にとって、八方塞がりの事態であった。

（かといって、正面きって告白したところで玉砕することは目に見えているし）

　唯が言うには、海斗は女から非常にモテる男であるらしい。イケメンで、仕事ができて、頼り甲斐があるとの評である（いい人、という言は面白くないので割愛する）。

　唯にそう判じてもらう以前に、自分の人生を振り返ってみても、その評価は妥当であると言わざるを得ない。もちろん、そういう自分になれるよう努力を積み重ねてきた結果が出ているというだけである。容姿の美醜は海斗の手に及ばないところだが、それ以外の点については、そういう男になれるよう、日々研けん鑽さんを積んできた結果なのだ。

（最大限に努力して、充実した人生をつかみ取らなければ、生きている意味なんてないだろう）

　海斗のそういう考え方と不断の努力の結果、つかみ取ることのできた成功は多くある。しかしその副作用として、唯の言うところの「モテモテの優良物件」になってしまったのであれば、それは海斗にとって最大の誤算だ。

　なにしろ、唯の性格からすると、人気の物件に近づいてトラブルに巻き込まれるのは面倒だから手を出さないし、そういう物件から自分が目を掛けられるなんてこと絶対にない、と思うに違いないからだ。

　自分が優良物件であるせいで、唯が海斗を恋愛対象から外す結果となったのであれば、唯以外の女から見向きもされないような存在になったほうが余程いい。

　頭が相当沸いているという自覚はある。

　けれど、本心からそう思うのだからどうしようもない。

　唯を見送ったのちに、車のエンジンをかけつつ、先ほどコンビニで買った缶コーヒーを海斗は喉に流し込んだ。真冬なのにアイスコーヒーを選んだ理由は、頭を冷やしたかったからだ。

　唯は、温かい緑茶を選んでいた。

　ペットボトルの並ぶ棚の前で、海斗が唯の隣に立つと、ぴくんと小さく彼女の肩が跳ねた。横目で見下ろせば、マフラーに埋まる頬がほんのりと赤らんでいるのが見えた。

（酔って前後不覚になった彼女を組み敷いて、理性が壊れたみたいに体を何度もつなげて――）

　アルコールが抜けて正気に戻った唯に、悪口雑言で責め立てられて、ひっぱたかれても文句を言える立場ではない。

　あまつさえ、今後も彼女を抱く理由を無理やり作って、つなぎ止めようとするなんて。

（でも、本当に嫌だったんだ）

　飲み会の席で、唯の隣を陣取っていたのが自分ではないほかの男だったらと思うとゾッとする。

　唯にセクハラを働いたというエロ狸も、一発と言わず二発、三発と拳を見舞ってやりたいくらいだ。

　なにより、唯がタクシーの中で「帰りたくない」とまた泣いたのが、耐えきれなかった。

　彼女が欲しいという欲望と、唯に悲しんでほしくないという切羽詰まった想いがぐちゃぐちゃになって、海斗の理性を突き崩した。

『唯』

　照明の明るいコンビニの、ペットボトルの棚の前に立つ唯に、海斗は呼びかけた。

　ずっと呼びたいと切望していた名だった。

　彼女の横に並んで、海斗は唯の頬に手の甲でふれた。唯は反応したけれど、こちらを見なかった。

『好きだよ』

　想いがあふれ出して、こらえきれなくなって、海斗はつぶやくようにそう告げた。

　休日の朝のコンビニには、ほかに客がいない。陽気なＢＧＭが店内に流れていた。

　これまで海斗を見なかった唯が、初めて海斗を見上げた。可愛い瞳とかち合って、海斗の胸が高鳴る。

　唯は、いまにも泣きそうな目で海斗を見つめながら、小さく言った。

『嘘つき』

　その言葉を聞いて、海斗は自分が最悪のタイミングで告白してしまったことに気がついた。







　社宅のマンションに戻った唯は、見慣れたリビングに入るなり、その場にへたり込んだ。

「あー……」

　頭を抱えて呻きつつ、大きなため息をつく。

「明日から仕事、どうしよう……」

　今日は土曜日なので、正確には明後日だけれど。

　いろいろな思いが交錯して、頭の中は大渋滞の混乱状態に陥っていた。その中で、もっとも明確な問題だけが口から零れ落ちた。

「気まずい……絶対に気まずいよね」

　酔っ払ってお持ち帰りされて、エッチして朝帰り。

　絵に描いたような失敗談である。まさかそんなことが、自分の身に降りかかるとは思ってもみなかった。

　しかも、相手はあの雪村海斗なのだ。

（なんで雪村が？　というか、なんでわたし？　欲求不満だったら、わざわざわたしじゃなくても、雪村ならほかにもいっぱい――）

　そこまで考えて、海斗が軽い気持ちで女に手を出すような男ではないことに唯は思い至る。同時に、

　――好きだよ。

　彼から告げられた言葉を思い出して、息を止めた。

「いやでも、そんなまさかね。はは……」

　お持ち帰りの翌朝に告げられた「好きだよ」なんて、体のいいリップサービスに決まっている。それくらい、経験値の少ない自分にだってわかる。

　気遣われたようで悔しいし、なんとなく悲しかったから、秒で言い返してやったけど。

　でも。

（雪村はあんな風に女性を抱くんだ……）

　フローリングにしゃがみ込んだまま、唯はついさっきのことを思い起こした。頭に浮かべるだけで、頬が赤らんで動悸が早くなる。

　唯は恋愛経験が乏しい。だからなのか、男の人からあんな風に情熱的に求められたのは初めての経験だった。コートの奥の体に、強く抱きしめてきた海斗の腕の熱がまだ残っているくらいだ。

　激しいキスも、濡れたささやきも、体を力強く貫いてきた昂りも。

　昨夜のことは覚えていないけれど、今朝の行為はほとんど無理やりだった。なのに、そのこと自体について海斗を責める気持ちが湧いてこないのはどうしてだろう。

　この際、自分が実は淫乱だったという衝撃的な事実を採用してもいい。そうでなければ――本心では、海斗を拒絶していなかったということになってしまうではないか。

「合鍵も、結局受け取っちゃったし」

　唯のカバンに海斗が放り込んできたところを、一度は突き返した。受け取ってもらえなかったから、仕方なくカバンに入れたけれど。

　月曜になれば海斗も頭が冷えているだろうから、会社で返せば受け取ってくれるかもしれない。

「……待ってる、だなんて」

　壁に背を預けて、唯はつぶやく。

「行くわけないじゃない。雪村のバカ」 






３　逃げ方がわかりません








　月曜日の社内は、拍子抜けするほどいつもどおりに時間が進んだ。

　営業一課での朝の打ち合わせで、海斗と早速顔を合わせたのだが、彼は憎らしくなるくらいいつもどおりの爽やかなイケメンエースっぷりであった。今日は一日中内勤の予定だということだから、またしても腕まくりの前腕筋で、うら若き女子社員たちを滾らせるのだろう。

　偶然にも、唯も一日中内勤の予定である。始業開始するや否や、唯は書類仕事と架電・受電業務にかじりついて勤しんだ。余計なことを考えないでいるには、仕事に没頭するのがいちばんだ。

「葉月」

　すぐ隣のデスクから声が掛かって、唯は肩をビクつかせた。

「Ｓ研の原はら田ださんから電話だよ。三番な」

「あ――ありがと」

　早口に礼を言って、受話器を取る。お互いが内勤で、デスクが隣同士というのは非常に厄介だ。しかも海斗の声は恐ろしいほど良い声なのである。

　電話を終えて、商品の仕様書のＰＤＦをプリントアウトする。すぐそこのプリンターまで取りに行くと、別の男性社員が声を掛けてきた。

「あれっ、葉月じゃん。珍しいな、今日は内勤？」

「うん、書類やら領収書やらが溜まってて」

　唯は出力されたプリントを手にしつつ答えた。

　彼は営業三課に所属している同期で、名を村むら上かみ陽よう太たという。底抜けに明るい性格で、皆のムードメーカーだ。ひょろりとした長身の彼は、地黒なのかこの時期でもよく日に焼けたような肌をしている。イケメンというほどではないが、人好きのする笑顔をしているので、営業先のおばさま方からは可愛がられているらしい。

「村上も今日は内勤なの？」

「いや、午後からは外回り。その前に昼メシでも食いに行こうかと思ってさ。葉月、一緒に食いに行かね？　昼休みの時間内に営業車できっちり送迎させていただきますよ」

「あー、どうしようかな。休み時間は本屋にも行こうと思ってて――」

「葉月」

　第三者の声が唐突に割り込んできた。唯はびっくりしてそちらを見る。

　いつもどおりの穏やかな表情で、海斗が近づいてくるところだった。

「プリンター、いい？　紙取りたいんだけど」

「あ、ごめん」

　唯は慌てて退いた。海斗が出力したのだろう、何枚かの印刷紙が吐き出される。それを手にして、海斗はこちらを向いた。

「そういえば葉月、お昼はいつもどおり篠木さんと社食行くの？」

「うん、そういう約束を今朝してたんだけどね」

　『篠木さん』とは、同じく同期の篠木優ゆ亜あのことである。唯といちばん仲の良い社員で、総務部に所属している。彼女は受付・来客業務を任されている社内の華だ。

「村上が連れてってくれるなら、ちょうど雑誌買いたかったから、優亜も一緒に三人で外食もいいかなって」

「あ、篠木さんも一緒なんだ」

　陽太は拍子抜けしたような声を上げた。ほとんどの男性社員は優亜を前にすると目尻を下げてデレデレになるので、彼の反応は意外である。

「村上って変わってるね」

「えっ、そう？」

「あのさ、葉月。申し訳ないんだけど、陽太は僕が借りてもいい？」

「えっ、俺？」

　陽太は目を丸くした。海斗はうなずく。

「そう、キミ。Ｄ製薬のことで聞きたいことがあるんだ。陽太、そこの支部長とゴルフ行く仲だろ？　対応に困る類の案件を抱えてて、できたら陽太に相談に乗ってもらえないかと思ってさ」

「おお、あの海斗が俺に相談……！」

　陽太は目を輝かせた。営業部の同期は、誰もが海斗に仕事を手伝ってもらったり、フォローしてもらったりした経験がある。だから、海斗の力になれるような機会を与えられるのが嬉しいのだ。

「いいぜ、わかった。あの支部長さんについてなら俺に任せとけ！」

「ありがとう、陽太。ということで、ごめんな葉月。欲しい雑誌があるなら、昼休みに僕が買ってくるよ」

　唯は慌てて首を振った。

「大丈夫。すぐそこのコンビニでも買えるから、自分で行ってくるよ」

　そっか、と海斗はほほ笑んだ。ちょうど通りすぎた若い女子社員が、海斗の表情に思わずといった様子で見とれるほどのイケメンっぷりであった。

（お昼は予定どおり優亜と社食にしよ……）

　プリントを取りに行くだけで、なんだか疲れてしまった。唯はデスクに戻りつつ、ため息をついた。

　一日の業務をなんとかこなして、定時を迎えた。ファイルを整理しながら、唯はほっと息をつく。

　近年の働き方改革で、上司から「なるべく残業はしないように」と言われている。内勤の今日は定時に上がることができそうだった。

（早く帰って、ビール飲んで寝たい）

　精神的に疲れきっていた唯は、心の中で思わずそうつぶやいた。禁酒したいと言っておきながらこの有り様である。自分でも情けないと思うが、そうでもしないと海斗についてぐるぐると考えてしまいそうで怖いのだ。

（でもやっぱり、お酒がぶ飲みは良くないよね。コンビニに寄って買って行くかどうかはそのときに決めるとして、とりあえず帰ろう）

　唯はパソコンを切ろうとした。――が、隣のデスクの海斗は、まだ書類仕事が残っているようで、画面を見つめながらタイピングを続けている。

　同じ課の同僚として、ひと言も告げずに帰るのは気が引ける。しかも海斗には、過去に何度も仕事を手伝ってもらっているのだ。

　唯は、なるべくいつもどおりに口を開いた。

「なにか手伝えることある？」

　海斗はびっくりしたようにこちらを見た。まるで、唯から声を掛けられるなんて思ってもみなかった、というような反応である。

「ありがとう。でも、僕ももうすぐ終わるから」

　そんなに嬉しそうな顔でほほ笑まないでほしいと、唯は思った。こちらの頬が赤くなってしまうではないか。

　唯は「そっか」と言いながら、しどろもどろに目を逸らして立ち上がった。課長に業務の終了を告げに行くと、「お疲れさん」と労われる。

「ああ、そうだ。葉月の担当してるＢ医院だが、今度あそこへ行くときは雪村を同行させてくれ。近いうちに、あいつに引き継ぎさせるから」

「え!?」

　唯は目を見開いた。

「引き継ぎということは、わたしが担当を外されるということですか？　わたし、なにかミスしました？」

　顔色を変えて問い詰める唯に、課長は「違う違う」と苦笑する。

「Ｂ医院に売り込んでほしい新型のインプラント製品があるんだが、つい最近、雪村が別の病院からこの製品の受注を取りつけたんだよ。作りの詳細が頭に入ってる雪村を同行させたほうが売り込むのに便利だろう？」

「そういうことであれば……。でも、引き継ぎとおっしゃいませんでした？」

　唯は海斗にちらりと視線を向けた。こちらの会話は聞こえないのだろう、海斗は相変わらずパソコンに向かっている。

「そう。葉月のＢ医院と、雪村が担当しているところを近いうちに交換してもらいたいんだ。そこは婦人科の医院でね、葉月には今後、女性患者の多い医院を中心に回ってもらいたいと思っている。先方の潜在的なニーズに、女性ならではの視点で応えられると期待しているんだ」

　ミスをして降ろされるということではないのだ。唯はほっとすると同時に、やる気が湧いてきた。新しい仕事を任されるのは、やりがいを感じるしわくわくする。

「課長、わたしがんばります！」

「いい返事だ、期待してるよ。雪村も張りきっていたぞ。あいつ、Ｂ医院を担当したいと前々から俺に言ってきていたからな」

「そうなんですか？　知らなかったです」

　唯は目を丸くした。

「はは、横取りを狙ってるみたいに見えてもおかしくないから、葉月には言いにくかったんじゃないか？　なんにせよ、おまえたち二人にとっていい話だと思うぞ。近いうちに雪村も加えてミーティングしよう。じゃあもう帰っていいぞ」

「はい。お先に失礼します」

　唯は頭を下げた。

　海斗はちょうど業務が終わったらしく、パソコンを落としていた。唯は足早に彼の後ろを通りすぎて、フロアを後にする。

（Ｂ医院を外れるのは残念だけど、でも、女性ならではの資質を生かせる仕事ができるのは嬉しい）

　やる気が湧いてくると同時に、うまくやれるかという不安や、あの海斗の後任であるというプレッシャーがのしかかってくる。

　こうなるとやはり、コンビニでビールを買って、自分で自分を鼓舞するために乾杯するべきだろう。いや、せっかくだし、優亜を誘ってちょい飲みに行ってもいいかな。

　廊下に出ると人影はなかった。高揚した気分のまま一人でエレベーターを待っている最中に、唯はあることに気づく。

　Ｂ医院とは、例のエロ狸医局長がいる病院だ。

　あそこが担当から外れるということは、あの狸親父から今後はセクハラを受けずに済むようになるわけで――。

　エレベーターの扉が開いた。我に返って乗り込む。と、扉が閉まる直前に、誰かの手が差し込まれて扉が強引に開かれた。

「乗せて、葉月」

　体をすべり込ませてきたのは海斗だった。唯はぎょっとして後ずさった。エレベーターが下降し始める。

　彼は社員証を首から外しながら、こちらを見た。仕事から解放された直後だからか、すっきりした表情をしている。

「担当先のこと、課長から聞いた？」

「うん。雪村がＢ医院を担当することになったって」

　しどろもどろに唯は答える。

「雪村があそこを担当したいって希望出してたの、初めて知ったよ。あそこでいいの？　狸の医局長がいる病院だよ？　クセのある人だから苦労すると思うんだけど」

「あそこでいいんだよ。希望が通って良かったよ」

　爽やかな口調で海斗は言う。唯は複雑な気分で押し黙った。

　医局長のセクハラについて、唯は海斗に何度か愚痴ったことがある。まさかとは思うけれど、唯を庇うために担当替えを申し出たなんてことは……。

（いやいや、それはさすがにないでしょ。自意識過剰だって）

　海斗は強気な性格だし、クセのある担当先のほうがやりがいがあるとでも思っているのかもしれない。だから課長に掛け合ったのだ。そうに違いない。

　唯が一人納得していると、海斗が言った。

「これであの狸に葉月がベタベタ触られることがないと思うとせいせいするよ」

「ちょ、ちょっと待って、雪村。担当したいって希望出していたのは、それも理由の一つなの？」

　まさかと思いつつ聞いてみると、海斗は意外そうに目を丸くした後、苦笑した。

「それ以外のなにがあるんだよ」

「なにがって、それは仕事上の――」

　そこまで言って、唯は言葉を継げなくなった。熱いもので胸がいっぱいになる。

　あの狸のセクハラにはものすごく悩まされていた。あそこの病院へ行くのが本当に憂鬱だったのだ。

（だって、すごく気持ち悪かった）

　強い立場をタテに、下世話な会話を振られたり、さりげなく体を触られたりすることが、どれほど不快で気持ち悪いか。こういう気持ちを男性側には理解してもらえないと思っていた。性別を武器に取引先に気に入られたと誤解され、「女はいいよな」などと言われる可能性すらあるのだ。だからこそ、体を張って守ろうとしてくれる男性がいるなんてこと、これまで思いもつかなかった。

「葉月？」

　ああ、ヤバい。なんだか泣きそうだ。

　唯はうつむいて、ぽつりと言った。

「ありがとう、雪村」

「このくらいなんでもないよ」

　海斗の声が優しく響いて、唯の胸がさらに熱くなる。

「葉月はこれからロッカールームだよな」

　唐突に海斗は言った。

「地下駐車場から車出してくるから、出口のあたりで待ってて」

「ま、待って。わたしはこの後用事があって」

　慌てて言い返そうとしたら、間髪入れずに海斗は告げた。

「飲み屋で乾杯するっていう予定だろ？」

　唯は言葉に詰まった。

「う。そ、それは」

「篠木さんあたりを誘って飲みに行く流れなんだろ。酒はもうやめたいんじゃなかったのか？」

「やめたいよ。やめたいけど、こういう日くらいはいいかなって思わない？　それに、飲みにいくっていっても夜ごはん食べるのをメインにするし」

「そうだな、それもいいかもしれない。けれど僕は行かせたくない」

　はっきりとした口調で言われて、不覚にもどきりとした。

「同僚と夕飯を食べるなら、僕とでもいいじゃないか。昼メシは陽太と一緒に食べてよくても、僕との夕食は駄目なのか？」

　どうしてここで村上陽太の名前が出てくるのだろう。そもそも、夕食と仕事の合間のランチでは意味合いが違ってくるし、自分と海斗のあいだでは特にそうではないか。

　先日の情事が頭をよぎって、唯はどうにも落ち着かない心地になる。

「葉月」

　海斗の手が伸びて片頬にふれた。彼の体温と大きなてのひらの感触に、鼓動がさらに速まる。

「車で待ってる」

　海斗が告げると同時に、ロッカールームのある階にエレベーターが到着した。扉が開く。動けない唯の背を、海斗がそっと促した。

　よろけながらエレベーターから出て、それから唯は彼を振り返った。けれど、海斗の姿は閉まる扉の向こうに消えてしまって、彼の表情を見ることはできなかった。

　――それで、どうしてわたしはいま、雪村の車に乗っているの……!?

　セダンの助手席に座った状態で、唯はがっくりとうなだれていた。隣でハンドルを握る海斗は、上機嫌の様子である。

（わたしはそんなにチョロい女じゃなかったはずなのに、この状況はおかしいよ）

　ハイブリット車だからか、走りがスムーズで乗り心地がいい。窓の外の街は、冬のイルミネーションに彩られている。

　海斗は社宅住まいではなく、個人でマンションを借りているらしい。会社からバスで二駅の社宅マンションと違って、海斗のマンションは車で三十分の距離とのことだ。

　社宅マンションは、会社が部屋ごとに借り上げている物件だ。家賃の支払いが低く抑えられる反面、好みの部屋を選べないというデメリットがある。また、同じマンション内に数人の社員が住んでいるため、休日に先輩とバッタリ顔を合わせるような事態が起こりうる。

　一方で、社宅に住まず個人的に自宅を用意しようとすると、好きな物件を選べるし休日に同僚と出くわすようなことも起こらない。その代わり家賃は全額自分の負担になる。

（うちの会社の給料は、営業のインセンティブの割合が大きいからなぁ）

　営業成績においてトップ独走中の海斗ならば、毎月の給与と年二回のボーナスは相当の額をもらえているに違いない。多少値の張る物件でも、やすやすと借りることができるだろう。

（それにしても雪村の車、相変わらず綺麗に掃除されてるみたい）

　車内に女物の膝かけやらリップクリームやらが置かれていないか、さりげなくチェックしてしまう自分がちょっと悲しい。

（だって、絶対手慣れてるし！）

　ロッカールームではまたしても、女子社員たちが海斗のイケメンぶりを称賛していた。容姿だけでなく、痺れるようなイケボやさりげない気遣い、仕事のデキまくる堂々とした感じなどを話し合っては、夢見心地のため息をついているのである。

　このようなモテ男おとこは往々にして入れ食い状態である場合が多いはずなのだが、海斗はそういう男どもと一線を画していると、唯はいままで思ってきた。安易に女遊びに走らない誠実さを備えている男だと、評価していたのだ。

　しかし、お持ち帰りからのエッチ直後に合鍵を渡し、週明けには自分の車に誘って夕食に連れて行くという、ハイブリット車もびっくりのスムーズすぎる手腕を前にして、その考えを改めなければならないという気にさせられている。

　そんなことをぐるぐる考えていると、海斗が声を掛けてきた。

「葉月は夕メシなに食べたい？」

「オムライス」

　条件反射で答えると、海斗は笑った。

「子供みたいなリクエストだな」

「考えすぎて頭が疲れてるときは、なにを置いても米でしょ。あとは、卵のタンパク質」

「ああ、なるほど。確かに脳みその栄養にはブドウ糖か。僕も金曜の夜からいろんなことを考えすぎてるからちょうどいいな」

　金曜の夜。それは、唯と海斗が一夜を明かした日のことである。

　赤信号に差しかかり、海斗はブレーキを踏んだ。彼の部屋で過ごしたときのことを思い出し、唯は内心であたふたする。すると、海斗は助手席のシートをつかみながら上体をかがめ、ふい打ちで頬にキスをしてきた。

　唯の顔が途端に真っ赤になる。

「ゆ、ゆきむら……っ」

「葉月が考えすぎてる内容は、僕とのこと？」

「ち、違――」

「僕は葉月のことばかり考えていたよ。日曜も、今日の仕事中もずっとね。隣のデスクに葉月がいると思うとたまらなかった。電話に受け答える声とか、ディスプレイをじっと見てる横顔とか、いちいち可愛くて仕方なくて」

　甘いまなざしで告げられて、唯は耳まで赤くなる。

（な、なんてこと言うのこいつは！）

　手慣れているどころではない。百戦錬磨である。恋愛経験が圧倒的に足りない自分に、太刀打ちできる相手ではない。

「や、やっぱりわたし、家に帰――」

「必要な食材は冷蔵庫に常備してるから、リクエストにはお応えできるよ。鶏肉もちゃんとあるしね。冷えたビールとワインも入ってるけど、これはお預けな」

「へっ？」

　唯は間の抜けた声を上げた。

「冷蔵庫って。もしかして、雪村が作るの？　食べに行くんじゃなくて？」

「もちろん」

　海斗は笑った。信号が青になる。

「こう見えて、僕の趣味は料理なんだ。作っているあいだ、葉月はソファでくつろいでいて」







　それで、どうしてわたしはフカフカのソファの上でほっこりくつろいでいるの……!?

　海斗の愛読書だという料理雑誌をめくりながら、唯はハッと我に返った。そして、ふたたびがっくりとうなだれた。

　ここは海斗のマンションのリビングで、背後のダイニングを挟んだところにキッチンがある。料理好きの主婦の城かと見紛うほど広々としたキッチンの真ん中で、部屋着に黒のエプロンを身につけた海斗が、鼻歌を歌いながら米を研いでいた。

（エプロンの似合うイケメン男子とか、勘弁して……！）

　バターを溶かすいい匂いが漂ってきて、唯のお腹がぐうと鳴った。内勤に精を出した上に、海斗に振り回されたせいで、お腹がペコペコの状態だ。

（せっかくごはん作ってくれているんだし、ありがたくいただこう。で、食べ終わったらすぐに帰ろう）

　金曜の轍は二度と踏むまいと、唯は心に誓う。

　あの夜の出来事は、海斗が悪い方向に暴走したせいで起こったことだが、酔い潰れた自分も悪かったのだ。それ以上飲むなという海斗の忠告を無視して飲み続けてしまったのは、社会人としてあるまじき行動だった。

　互いの過失はプラマイゼロ。金曜のことは水に流し、これまでどおり同期として仕事をしていくことが、唯の希望するところであった。

（だから、ごはんをいただいたら合鍵を返そう）

　ダイニングテーブルに呼ばれ、唯は椅子に腰かけた。運ばれてきたホカホカのオムライスを見てびっくりする。

「鉄板オムライス？」

「葉月はチーズが好きだから、卵の中にたっぷり混ぜておいたんだ。それだと皿よりもこっちにしたほうがトロトロ溶けて美味しいと思って」

「それはそうだけど、一人暮らしの男の家に鉄板皿が用意してあるって」

「鉄板皿というか、スキレットな。ソースはトマトベースとホワイトクリームベース二つ用意したから、好きなほうをかけて。サラダのドレッシングもいくつかあるよ。おすすめはオーロラソースかな。昨日作ったやつなんだけど、舌触りがまろやかな感じに出来たんだ。あと、オムライスが濃厚な分、コンソメスープは薄味に仕上げてあるから、物足りなかったらブラックペッパーを加えて。ここに置いておくから、ご自由にどうぞ」

「は、はあ」

「本当はもう一品作りたかったんだけど、葉月がお腹減ってるだろうなって思ってスピード重視にしたんだ。物足りなかったらごめん」

　これで物足りないなんて。

　唯は、宅飲み夕食の際の自分の献立を思い浮かべた。往々にして、出来合い万歳のおかずと缶ビールである。

（反省しよう。たくさん反省しよう……）

　こんなに綺麗なアーモンド型のオムライスは、めったにお目にかかれるものじゃない。

「いただきます」

　海斗は律儀に手を合わせてから、トマトソースをオムライスにかけた。唯もそれに倣い、ふんわり焼き上がった黄色い玉子に赤いソースを乗せる。

　一口食べると、チーズのとろみとトマトソースの甘めの酸味が混じり合って、文句なしの味わいだった。中身はコンソメの効いたバターライスで、時折感じるパセリの風味が絶妙なアクセントになっている。

「美味しすぎ……！　雪村って、もしかして元コックさんだったりする？」

「そんなわけないだろ、趣味だよ。それにしても、やっぱり葉月は旨そうに食べるなぁ」

　海斗は嬉しそうに目を細めた。

「いつか葉月に僕の手料理を食べてもらえたらと思ってたんだ。夢が叶って嬉しいよ」

「ゆ、夢って、そんな大袈裟な」

　海斗がこんな風にやわらかく笑むと、イケメン度が鰻登りになる。動揺を悟られまいと、唯は目を逸らしながら言った。

「それに、手料理を食べてもらいたかったって、本来なら女の側が言うセリフじゃない？」

「そうかもしれないな。けれど仕事の後は僕よりも葉月のほうが疲れてるだろ？　体力は僕のほうがあるから、夜の時間帯でも余裕があるしね。だからこれからも僕が作るよ」

　――これからも。

　ということは、この夕食会を明日以降も続ける意思が、海斗にあるということなのだろうか。いやいや、それは困る。

　唯はグラスのミネラルウォーターを一気飲みしてから、海斗を見た。

「今日はなんとなくの勢いでここにお邪魔することになっちゃったけど、明日からはわたしはまっすぐに家に帰るから！」

「そういう話は食事の後にしないか？」

　やんわりと流して、唯のグラスに海斗はお代わりを注ぐ。

「ごはんを食べているときの葉月はとても可愛いから、できれば余計な話を挟むことなく堪能していたいんだけど」

「…………」

　唯が真っ赤になって絶句したのは、言うまでもない。







　美味しい夕食を平らげて、「せめて後片付けくらいさせて」と言う唯をかわしつつ、海斗は「お風呂入っていけば？」などと提案してきた。

　テーブルの向こう側で、頬杖をついてほほ笑みながらそんなことを口にする海斗に対して、当然のことながら唯は断固拒否の声を上げた。

「いやいや、入りません！」

「どうして？　家に帰ったら寝るだけにしておいたほうが楽だろ」

「そもそも着替えを持ってきてないし」

「うん、今日は家に帰ってから着替えることになるな。だから、明日からはちゃんと部屋着持ってきて」

「そういう問題じゃなくて、わたしはごはんをいただいたらすぐに帰るつもりだったから」

「どうしてもというなら、いまから近所のショッピングモールに行って僕がおまえの部屋着と下着を見繕って買ってくるよ。金曜の夜に確かめたから、葉月のサイズは把握済みだしね」

「!?」

「なんならラッピングしてもらうよう頼むけど？」

　不敵に笑む海斗に、唯は二の句が継げない。女性のランジェリーショップに入り、ブラとショーツを選んでラッピングを店員に頼むことくらい、この男なら平然とやってのけるだろうと思われた。

「雪村、女慣れしすぎ……！」

「なんでそうなるんだよ、慣れてるわけないだろ。それだけ必死になってるって思ってくれないの？」

　ダイニングの椅子から雪村はふいに立ち上がった。反射的に唯は身を竦める。

　と、彼は苦笑して、テーブル越しに唯の髪を撫でた。優しい手つきにどきりとする。

「なあ、葉月。お酒やめたいんだろ？　家に帰って寝るだけっていうシンプルな状態にしておけば、飲まなくて済む確率は格段に上がるじゃないか」

「そ、それはそうだけど……でも」

「僕はもう少し、葉月にここにいてほしいよ」

　切望するように告げながら、海斗は長い指で髪を梳く。それから唯の片頬をてのひらで包んだ。

「今日は課長から取引先の変更を突然言い渡されて、びっくりしただろ？　葉月は張りきってるだろうけど、同じくらい緊張もしてると思う。お風呂沸いてるから、いまから入ってゆっくりリラックスしておいで」

　気遣う言葉を掛けられ、熱っぽい瞳に見つめられて、唯は抵抗の意思をものの見事に挫かれた。

　お風呂に入るだけだから。そうしたらすぐに帰るから。

　フラフラと脱衣所に入り、スーツを脱いで、唯はバスルームの扉を開けた。湯気の立つ室内は、うっすらとミルク色をしている。思いのほか広い洗い場と浴槽を目にして、唯はほっと息をついた。

（車で部屋に連れてきてもらって、美味しいごはんを作ってくれて、お風呂まで用意してくれて――）

　それが、立派な成人男性かつ同期であるところの雪村海斗の手によるものだということを除けば、唯にとって大変ありがたい状況であることに違いない。

「毎日仕事、疲れるもんなー……」

　つぶやきながらシャワーのコックをひねる。霧のような細かな水滴が、全身を温かく包んだ。

（もしここに来ていなかったら、今頃一人で冷凍のピラフでもつつきながら缶ビール開けてたんだろうな）

　もしくは、同僚を誘って飲み歩いているかのどちらかだ。

「新しい担当先、か」

　立ったまま全身を濡らしてから、唯はコックを閉めた。ボディソープに手を伸ばす。

（やる気は出まくってるけど、雪村の言うように緊張もしてる。でも、ちゃんと取り組んでいかなくちゃ）

　うまくやっていけるかどうか、不安だった。新しい担当先でなくとも、その不安は常に唯につきまとっている。

　しかしながら、毎月お給料をもらっている立場としては、ちゃんとした数字を残すことは義務である。課長の期待に応えて、結果を示さなくてはならない。

　率先して営業職を希望していたのではないにしろ、営業一課への異動を打診されて承諾したのはほかでもない自分自身だ。受けたからには責任が生じる。社会人として、当たり前のことである。

　だから不安なんて感じているようでは駄目なのだ。笑顔で明るく前向きに。自分は確かにそういう性格をしているし、周囲もそういう唯を望んでいるのだから。

（なんだかわたし、学生時代からこういう悩みを繰り返しているような気がするな）

　自分の気持ちよりも、周りの思いをまず優先してしまう。それでストレスを一人で抱え込んでしまうのだ。そして周りはそれに気づかない。唯がいつも明るく笑っているからだ。

（気づかれても困るんだけどね。ストレス溜めてない？　なんて聞かれても、どう答えていいのかわからないし）

　無駄なプライドが邪魔をしている自覚はある。弱っているところを、人に気づかれたくはない。

　もういい大人であるわけだし、こういう性格を直したいとも思う。けれどなかなかどうして、改善できない。三つ子の魂百までというやつだろうか。

　ぐるぐると考えていたら、またしてもビールが飲みたくなってきた。この分だと、せっかく海斗が気を回してくれたのにもかかわらず、帰宅した直後から冷蔵庫を開けてしまいそうだ。

　胸に重く垂れ込めるモヤモヤしたものを、あの快い喉越しが一掃してくれる。自分はそれに依存しつつあるのかもしれなかった。

　ため息をつきながら、バスチェアに腰かけて唯はスポンジを泡立てる。と、バスルームの扉がいきなり開いた。

「へっ？」

　間抜けな声で振り仰ぐと、そこには素っ裸の海斗が立っていた。もう一度言おう、素っ裸である。

「ああ、まだ体洗い終わっていないのか。ちょうど良かったな」

　照明の下、雄々しい肉体美を惜しげもなく晒しながら、海斗はバスルームに足を踏み入れる。バスチェアごと後ずさって、唯は上ずった声を上げた。

「なんで入ってくるの!?」

「僕が僕の家の風呂に入ることに、なんの問題が？」

　広めの洗い場は、海斗が加わってもスペースにまだ余裕がある。唯は胸と両脚のあいだを慌てて隠した。海斗は隣にしゃがんで、唯の手からスポンジを取り上げる。

「これは男用のだから固めだよ。葉月が使うと肌を傷めるからやめたほうがいい」

「そ、そ、そんなことより、早く出――」

「かといって、やわらかめの物は手持ちがないんだ。だから僕が手で洗ってあげるよ。ほら、おいで」

「!?」

　唐突に海斗は唯を抱き上げた。彼はバスチェアに腰を下ろして、唯を自分の上に座らせ、背中から包む体勢になる。

「ちょ……っと待って、雪村」

「夕食の片付けは終わらせてきたよ。後は僕も、風呂に入って寝るだけだ」

　焦る唯に構わず、海斗は泡で濡れた手を唯の肌に滑らせた。むき出しの肩から、二の腕を通って指同士を絡める。もう片方の手は、ふくらはぎを這い上がって太ももを辿り、脚の付け根のあたりを撫でてきた。

　くすぐったいような、けれどなまめかしい感触にぞくりとして、唯は体を震わせる。

「や……っ」

「力を抜いて、葉月」

　ささやかれて、耳朶を甘噛みされた。熱くぬるついた舌が、口中に捕らえた耳朶を舐める。

　疼くような官能が広がって、唯の唇から熱い息が漏れた。一方で海斗の両手は、唯の体をゆっくりとまさぐり、さざなみのような快感を与えていく。

　指に絡んでいた手が腹部に移動した。そのまま撫で上げられて、片胸を覆われる。ふくらみの根元から先端までを、てのひら全体で丹念に揉み込まれ、そこからみだらな快感が広がった。泡立てられたソープが潤滑油になり、先日よりもいやらしい動きで乳房を弄ばれる。

「あ、ぁん……、駄目、ゆきむら……っ」

「気持ちいいくせに、素直じゃないな」

　笑みの形にした唇で、唯の髪に海斗は口づける。太ももを愛撫していたほうの手で、唯の両脚を広げた。

　あられもない格好にさせられて、唯は恥ずかしさに泣きたくなる。

「やだ、雪村……っ」

「口では素直じゃないことばかり言うけど、ここは嘘をつけないだろ？」

　何本かの指で、秘所の浅いところをかき混ぜるように弄られて、強い快感が広がった。

「ぁああッ……！」

「ほら、もうトロトロだ」

　泡でぬるつく乳房を揉み立てながら、陰唇を押し広げるようにしてヌチュヌチュと指を擦りつけていく。愛液の立てる淫靡な音が、浴室に響き始めた。

（駄目、気持ちいい――）

　熱のこもる浴室と、背中に密着する硬い胸板。耳朶やうなじに吸いつかれ、甘噛みされる快感と、胸や秘所を我が物顔で弄ぶ大きな手。それらすべてが唯の全身を侵し、意識を朦朧とさせていく。

「あ、ぁ、あ……っ」

「気持ちいい？」

　耳殻を食まれながらささやかれて、唯はうなずいた。

「っん、気持ち、いい……、ぁ、ああん……っ」

「可愛い、葉月――」

　海斗は感じ入った様子で、唯の耳を舐めしゃぶりながら乳房を揉みしだいた。蜜襞を弄る動きも激しいものになる。

　グチュ、ヌチュ、と卑猥な水音が密室に満ちていく。唯は鼓膜までも犯された心地になって、息を乱しながら喘いだ。

　胸のふくらみを堪能していた手が、立ち上がった先端に狙いを定め始める。指先できゅっと摘ままれて、軽くひねられると、鋭い快感が下腹部まで走り抜けた。

「ひぁあ……ッ、駄目、そこ……っ」

　ソープのせいで、摘ままれた乳首が海斗の指からぬるりとすべり落ちる。そのピリっとした感触さえ気持ちいい。何度も摘ままれ、てのひらの部分で胸の柔肉を揉みしだかれて、唯は快楽の波に呑まれていく。

「ン、ぁ、ああ……っ」

「ああ、いやらしいな。こんなエロい姿、僕以外の誰にも見せては駄目だよ。この体は僕だけのものだ。そうだろう、葉月？」

「な、に言って……っ、ぁあッ！」

　秘部をまさぐっていた指が、固くなりつつある陰核を探り当てた。根元から皮膜を剥き上げられて、唯は強すぎる快感に打たれた。

　ビクビクと震える体を、抱きしめるようにして押さえ込みながら、海斗は低く笑う。

「この可愛い粒も、乳首と同じでぬるぬるしているね。でも、ソープのせいでぬるついているわけじゃないみたいだ」

「ひう、ァ、やぁぁ……、コリコリ、しないでぇ……っ」

　ふくれ上がった柔粒を、指先で摘まんで揉み込まれる。乳首も同じように攻められて、唯は目に涙を滲ませた。快感が強すぎて、下腹部に溜まる熱がどんどん大きくなっていく。

「イっちゃう……もう、イっちゃう……！」

「もう？　まだ指も挿れていないのに？」

　耳元でささやかれる低音に、腹の底がぞくぞくする。

「乳首と陰核だけでイけるなんて、純情な女の子みたいじゃないか。そんなわけがないだろ。この前僕の下で散々喘いでいた、いやらしい体なのに」

「やぁ、そんな風に、言わないで……っ」

「指よりももっと太いものを中にねじ込まれて、感じるところを何度も擦られて、いちばん奥を激しく突いてほしいんだろ？　そうじゃないと物足りないんだろ？　言えよ、そのとおりにしてやるから」

「やぁぁ……っ」

　唯は首を打ち振った。鋭敏な箇所を同時に苛まれ続けて、体内の淫熱が弾ける寸前にまで追いつめられる。

　海斗は熱く吐息を乱しながら、唯の耳に唇を押し当てた。

「僕も、早くおまえの中に入りたい。ぐちゃぐちゃに突き回して何度も喘がせたい」

　低く震えるような彼の声に、唯の下腹がズクリと疼く。そうしてほしいと、とっさに願った自分が信じられない。

　さっきからずっと背中に擦りつけられているのが、固く勃起した彼自身だということに、唯はこのとき気づいた。

　その熱さと、たくましくみだらな造形を感じ取った瞬間、三本に束ねられた指が膣にねじ込まれた。熱く熟れた襞を擦り上げられて、唯はあまりの気持ちよさに体を震わせる。やっと与えられた刺激に、蜜孔は歓喜するようにうねって指を締めつけた。

　自分のみだらな反応が恥ずかしくて、唯は泣きそうになる。海斗は小さく笑って、唯の頬に口づけた。

「ほら、葉月。おねだりは？」

「……ッや、ァああ……っ」

　指を出し入れされながら陰核を押しつぶされて、唯はあっけなく達した。背をしならせ、愛液をあふれさせて啼き声を上げる唯を、海斗は愛しげに抱きしめる。

「一人でイってしまうなんて、おまえは悪い子だね」

「……っ、ぁ、あ……」

　湯気と絶頂の余韻に、視界が朦朧とする。

　海斗の唇が頬にふたたびふれて、彼が笑んでいることに唯は気づいた。

「僕も早くイきたくて仕方がないのに」

　胸を愛撫していた手で、海斗は唯の手をつかんだ。後ろに導いて、自身の欲望を握らせる。

　太く脈打つ肉棒を直に感じて、唯は体を強張らせた。

「……ッ」

「ねえ……葉月。僕がしてあげたように、おまえも僕を気持ちよくして」

　唯の細い指を自身の赤黒い欲望に絡みつかせ、包み込んで上下に扱かせる。そうすると、唯の手の中のものがさらに力強く漲ってきた。

　これまでの人生でこんなことしたことがない。逃げ腰の唯は、けれど海斗に固く抱き込められているせいで身動きが取れなかった。

（ど、どうしよう。わたし、こんなこと――）

「か、海斗、あの……」

「……っ、ごめん。もう少し」

　掠れた声で言って、海斗は唯の手を動かしていく。みだらな造詣がてのひらに擦り付けられて、その生々しさに体の奥が熱くなった。硬く張り詰めていく彼の欲望を文字どおり肌で感じ、官能が駆り立てられる。

「っ、く……」

　すぐ耳元で海斗が熱っぽく呻いた。自分の手によって彼が快感を得ていることを認識して、唯はさらに熱を煽られるような心地がする。

「気持ち……いいの？　海斗……」

　聞いてみると、海斗はもう片方の手で唯の顎をつかみとり、後ろを向かせて唇を奪ってきた。

「っん――」

「……っ、気持ちいいに、決まってるだろ」

　角度を変えるあいまに、劣情に満ちた声で海斗はささやく。手の中で扱き続ける肉棒が、さらに張り詰めて熱を持った。

「すごくいい……。おまえの手、やわらかく吸い付いてきて、クセになりそうだ。自分の手でイけなくなったらどうしてくれる」

　整った面差しが、快楽に耐えるように歪められた。唯がなにかを言い返す前に、ふたたび唇を荒々しく奪われる。

　口中に舌をねじ込まれながら、海斗の手が下に伸ばされて唯の陰部にふれた。蜜に濡れた割れ目をぐちゅぐちゅと擦られて、唯はすぐに快楽に呑まれてしまう。

「ア、	ひぁあ……っ！」

「ほら、葉月。おまえのことも気持ちよくしてやるから、おまえももっと手を動かして。ああ、そう、そんな風に……、上手だよ、葉月」

　膣孔に指を挿入して内襞を攻め立てながら、海斗は陶然と言う。指先まで痺れるような熱い快感に、唯はびくびくと震えた。そうしながらも、海斗の声に従わされるようにして手を動かしていく。熱く硬い彼の欲望を擦り付けるたび、海斗は押し殺した声を漏らして感じ入る様子だった。

　湯気が浴室中に立ち、視界がミルク色にけむる。頭の中も、官能の靄が掛かったようにはっきりとしない。

　海斗にふれられることが、ただ気持ちよかった。秘所を嬲る彼の指に倣うように、唯も彼の陰茎をいやらしく扱いていく。唯の手の中で、それが何度も大きく脈打った。

「ッ、もう我慢できない……！」

　海斗は唯の手を外して、浴槽のヘリに置いてあった避妊具（唯は気づかなかったが、浴室に入ってきたときにそこに置いたらしい）のパッケージを切った。それが示す行為を強く意識させられて、唯はひどく動揺する。

「だ、だめ――」

「こっちにおいで、葉月」

　装着し終えたのか、唯を横抱きにして海斗は立ち上がった。唯はとっさに彼の首元にしがみつく。

　唯を軽々と抱き上げた海斗の力強さと、素肌から伝わるたくましさに、そんな場合でないのに胸が高まった。海斗は唯ごと広い湯船に入り、あぐらをかいた自身の上に後ろ向きで唯を座らせる。

「可愛い――、可愛いよ、葉月」

　背中から抱きしめながら、興奮した様子で首すじや肩に口づけたり、舌を這わせたりする。同時に胸を揉みしだかれ、反対の手で秘所の割れ目を広げられた。蜜口に剛直の先端を擦りつけられて、愉悦に目がくらみそうになる。

　けれどその瞬間、なけなしの理性が、唯に拒絶の言葉を告げさせた。

「だ――だめ、挿れちゃ、だめぇ……っ」

「そんな風に言われると、逆に興奮するだろ……！」

　ずぷりと蜜孔に肉棒がねじ込まれた。愛液に満ちた隘路を容赦なくこじ開けるようにして、滾りきった欲望に貫かれていく。

　鋭敏な襞を太く硬いもので擦り上げられる感触に、唯は肌が粟立つほどの快感を覚えた。

「あ、あ、あぁあ……ッ!!」

「っ、葉月……！」

　根元までねじ込まれて、最奥にある子宮の底を叩かれる。ビリビリとした快感が背すじを走り抜け、膣肉が歓喜に震えるようにして海斗自身をぎゅうっと食い締めた。彼の形が唯の意識にまざまざと焼きついて、羞恥と愉悦に煽られる。

　腰を何度も鋭く突き上げて、海斗は快感を追っていく。情欲にまみれた彼の指が、ぱんぱんに張り詰めた唯の陰核を探り出して攻め立てる。

「ひぁ、ァああっ、だめ、そこ、一緒にしたらだめ、気持ちよすぎて……っ、ぁあん……！」

「葉月……葉月、僕でもっと感じて」

　激しい熱情に満ちた声で、唯を揺さぶりながら海斗は言う。指でさんざん嬲られた膣孔は愛液にたっぷり濡れ、荒々しく貫いてくる熱杭の動きを助けた。快感を受けて蠢く内壁が、どんなにきつく彼を食いしめても、強引にこじ開けて力強く抽挿を繰り返してくる。

　唯の手淫で漲った雄根は、感じやすい襞をまんべんなく擦り立てて、途方もない快感を生じさせた。子宮の底を叩かれるたびに愉悦が弾ける。湯が大きく波打ち、喘ぎ声が浴室内に反響して、互いの高揚感を煽った。

「っあ、ン、ぁあ……っ!!　気持ちい……っ、気持ちいい――、っぁあ、雪村ぁ……ッ！」

「葉月おまえ、こんなに締めつけて、僕に縋り付いて――」

　熱情に侵されきった声で海斗は言う。

「ああ、もっと僕を欲しがってくれ。おまえの全部が欲しい。葉月、ほら、気持ちいいところをもっと突いてやるから」

　ぐっと腰を押し込まれて、子宮膜を抉られた。陰核を扱く彼の指の動きが激しくなり、この上ない快感に襲われて唯の視界が瞬く。

「あ、ダメ、それ、だめぇぇ……っ！　やぁ、何度も、そんな、ア、ぁああ……ッ!!」

　海斗の脚の上で体がびくびくと跳ね、唯は絶頂に達した。途方もない快楽に体内が熱く沸騰し、体にきつく絡みつく海斗の両腕に縋る。

「――ッ、く」

　歯を食いしばりながら、海斗は膜越しに膣内で欲望を弾けさせた。唯のうなじに顔をうずめて、吐精のあいだ海斗はビクビクと体を震わせる。

「あ……雪村……」

　朦朧としながら、自分を抱き竦めている男の名を呼ぶ。海斗は、唯の顎をつかんで後ろを向かせ、唇を貪ってきた。

「っん、ぅん……」

「唯。……唯」

　まるで大切なものに対するように、海斗は切なげに呼ぶ。

「まだ抱きたりない。もっとしたい」

「や……もう、むり……」

「ベッドに行こう。次はもっと優しくするから」

「ん……っ」

　ふたたび口づけられて、今度は舌も入れられた。絡みついてくる彼の情欲に、唯はなす術がない。

　口づけの合間に、海斗は狂おしげに言う。

「ずっと……こうしたかった。夢みたいだ。もう離したくない……」

「ゆきむら……？」

「僕の名前は海斗だよ。二人きりのときはそう呼んで」

　とろけるように甘い声で、海斗はささやく。綺麗な瞳に吸い寄せられるようにして、唯は言われたとおりに呼びながら、濃密な口づけを受け入れた。







４　嫉妬と劣情








　この日から、唯は夜の時間帯を海斗の部屋で過ごすようになった。

　初日を含め、その後数日は抵抗があったものの、いつしか唯は、仕事が終わった後に海斗の部屋に行くことが自然になっていた。

　海斗と時間が合うときは車に乗せてもらって海斗のマンションに向かうが、それ以外のときは合鍵を使った。

（こんなことを続けていたら駄目だってわかってるんだけど）

　海斗は手料理を毎晩振舞ってくれて、ベッドの中でも外でもとことん甘やかしてくれる。彼に誘われる形で、予定のない週末は日帰りではなく、彼の部屋に泊まるようになっていた。

（気づいたら言いくるめられていて、海斗の部屋に連れ込まれてるんだよね）

　最初は違和感のあった海斗という呼び方も、いつのまにか慣らされて、一ヶ月経ったいまでは社内でうっかりそう呼んでしまわないよう注意するほどになっている。

（いや、もう、なにがなんだか。確かに禁酒は成功中だけれども……！）

　海斗と過ごし始めてから一ヶ月、アルコールは一切飲んでいない。情熱的に毎晩抱かれて、お酒を楽しむ隙もないというほうが正しいかもしれない。

　美味しい夕食と、とろけるようなセックスの後に家まで送ってもらって、ぐっすり朝まで取る睡眠は、びっくりするほど気持ちよかった。朝の目覚めはすっきりとして、心まで晴れやかなのだ（腰は痛かったりするけれど）。

　それにしたって、自分はあまりにもチョロすぎるのではないだろうか。こんな風に、恋人でもない男の家に毎晩出入りするような軽い女ではなかったはずなのに。

（海斗から『車で待ってる』って言われると行かなきゃいけない気持ちにさせられるし、手料理は美味しいし、お風呂は広いし、……それに）

　彼から強く求められるセックスは、心の隙間を余すところなく埋めてもらえるような心地がする。

　どれほど高級なお酒にも負けないくらい、陶然とした気持ちよさを与えてくれるのだ。

（というか、これじゃあやっぱり淫乱女じゃない……！）

　会社の給湯室で、唯は一人頭を抱えた。今日は午後から久々の内勤だったのだが、長時間デスクにいることに耐えきれず、三時のコーヒーを飲みに行く体を装って逃げてきたのだ。

　その理由は単純である。同じく内勤だった海斗が、隣のデスクにずっと座っているせいだ。

　キーボードを叩く彼の指や、受話器に向かって語りかける声。ファイルを取るために伸ばす腕や、ディスプレイに向かうまなざしさえ、唯は意識せずにはいられない。海斗のことをこれまで自分はまったく気にしていなかったはずだ。なのにいまは、彼の一挙手一投足がどうにも心に食い込んできて、唯は疲れきってしまうのである。

「あー、もう……」

　インスタントのホットコーヒーを口に運びながら、唯は自己嫌悪のため息を吐き出した。

　同時に、ベッドの上で唯を甘く呼ぶ彼の声がよみがえり、頬が熱くなる。

「わたしも、ほかの女子社員のこと言えないじゃん」

　なめらかな腕の筋肉とか、厚くて硬い胸板とか、自分と全然違う広い背中とか。

　彼の指と唇に、弱いところを知り尽くされている恥ずかしさと、そしてその裏に潜む歓びを、ちゃんと自覚しなければいけないと唯は自分に言い聞かせる。

　わたしは海斗との夜に依存している。

　アルコールはもう飲んでいない。飲まなくても済むようになった。でも今度は、海斗に抱きしめられることで、メンタルの安定と安眠を得ているような気がするのだ。

（依存体質なんかじゃなかったはずなんだけどな）

　人間は誰しも、多かれ少なかれなにかに依存して生きているらしい。それがお酒であれ、食べ物であれ、遊びであれ、恋人や友人であれ、正常な範囲内であれば問題はない。

　けれど、自分の場合は問題が大いにある。

　雪村海斗は唯の恋人でもなんでもないからだ。

「ただの同期、なんだよね……」

　海斗はとても優しい。

　セックスは、愛されていると感じるほど情熱的だ。もしかしたら本当に、そこには愛情というものが存在しているのかもしれない。

　でも、唯と海斗は恋人同士ではない。想いを告白し合ったわけじゃない。金曜の夜、酔い潰れた唯を海斗が介抱した延長線上で体を重ねて……それがいまでも続いているというだけの話だ。

　これを、世間一般ではセフレという。

（セフレって。過去の恋愛経験が高校時代の一度だけっていう乏しさのわたしが、あの雪村海斗のセフレって。いったいなんの冗談なの）

　これまで三段の跳び箱さえ飛べなかった人間が、ある日突然二十段に挑戦させられるようなものだ。身の丈に合わなさすぎる。

「ちゃんと考えないと」

　海斗にずるずると流されてきたという自覚はあった。彼の本意も、自分の気持ちも、深く考えないでここまできてしまった。

　このように宙ぶらりんな関係を続けていては、自分だけでなく、海斗にとっても悪影響になるような気がする。それゆえ最近、唯は罪悪感を覚え始めていた。

　仕事の面でも、海斗は唯をフォローし続けてくれている。

　Ｂ医院を彼が引き受けてくれたおかげで、セクハラに合わずに済むようになった。クセのある医局長を、海斗はさすがの手腕でうまく操縦しているようだ。

　一方で、唯が彼から引き継いだ婦人科医院は、予想以上に順調にいっていた。唯は学生時代に生理が重くて、近所の産婦人科に通っていたことがある。その経験を生かして、患者に寄り添う形でより良い医療機器を提案できないかと知恵を絞り、思いついたことを院長に次々と提案した。

　いくつかは却下となったが、いくつかの考えは院長に気に入られ、新たな受注につながった。その裏には、院長の性格や既存の患者の傾向などを、事細かに海斗が教えてくれたことも大いに影響している。

「公私共に海斗に支えてもらってるとか……こんなんじゃ駄目だって」

　ため息をつきつつ熱々のコーヒーを啜っていると、給湯室に誰かが入ってきた。営業三課の村上陽太だ。

「あ、葉月こんなところにいた」

「ごめん、探してた？」

　唯はコーヒーを置く。自分あてに電話でもかかってきたのだろうか。

「ちょっと休憩してたの。すぐデスクに戻るから――」

「違う違う、そうじゃなくて。仕事のことじゃなくてさ、ちょっと葉月に聞きたいことがあるんだよ。いま時間いい？」

「うん、いいけど。聞きたいことってなに？」

　狭い給湯室に長身の陽太が入ってくると、途端に窮屈になる。彼は聞きづらそうにしながらも、真剣な顔つきで言った。

「最近おまえ、噂になってるだろ。それが本当のことなのか答えてほしいんだ」

「噂？　ごめん、全然心当たりがないんだけど」

「海斗と付き合ってるって本当？」

　陽太は思いつめた口調でひと息に聞いてきた。

　唯は一度まばたきをして、それから絶句する。その反応をどう受け取ったのか、陽太は身を乗り出してきた。

「一ヶ月くらい前から、海斗の車で毎晩社宅まで送ってもらってるだろ。俺も葉月と同じマンションに住んでるから、ずっと気になってたんだ。最初は、おまえらは同じ課で仲もいいから、夕メシに行ってるだけだと思ってた。でもあんまり続くし、それに土日だって会ってる様子だし。俺以外の奴らもそれに気づき始めて、とにかく海斗は目立つ奴だし、おまえたちが付き合ってるんじゃないかって勘ぐってる社員が結構いるんだよ」

「噂って……そんな話になってるの？」

　唯は青ざめた。

　よく考えてみなくても、迂闊だった。海斗と違って、唯のマンションは社宅だから、当然同じ会社の人間も住んでいる。社宅マンションと言っても一室ごとの借り上げだから、会社以外の住民が半分以上を占めている状態だ。だからこそ、危機感が薄かったのである。

「ほんとなのか？」

　給湯室の台に追いつめるようにして、陽太は唯に迫ってきた。

「本当に、おまえら付き合ってるのかよ」

「つ、付き合ってない。付き合ってないよ」

　唯は何度も首を振った。

「海かい……雪村とはなんの関係もないよ。ただの同期ってだけで、恋人同士とか、そういう関係じゃないし。夜送ってもらってるのは――ほら、最近わたしたち、担当先が交換になったんだよ。それについて情報交換をしてるだけなの」

「けど……一ヶ月間、土日も一緒にいるなんて恋人同士じゃなきゃおかしいだろ。やっぱり付き合ってるんじゃないのかよ」

　陽太はまだ疑っている様子である。唯は焦った。

（わたしと海斗は恋人同士じゃない。でもエッチはしてる。それを知られたら、わたしたちは不真面目なセフレ関係にあると思われてしまう）

　仕事ができて人望もある海斗が、同期の女子社員とそんな関係を築いているだなんて知られたら、どうなるだろう。

（海斗に迷惑がかかっちゃう）

　自分自身も、恋人でもない同期と体を重ねているような人間だと思われたくない。でもそれ以上に、これまで海斗が築き上げてきたものが自分のせいで崩れてしまうことに、唯は恐怖を覚えた。

　だから唯は、努めて冷静にほほ笑んだ。

「うん、そうだよね。平日だけじゃなく、土日も会ってたら、付き合ってるんじゃないかって思われて当然だよね。雪村は人気者のモテ男なんだから、わたしももうちょっと気をつけないとなぁ。じゃないと、女子社員から恨みを買っちゃうかもしれないし」

　切羽詰まったような顔をしている陽太を見上げて、明るく言う。

「雪村と交換したＢ医院ってところの医局長が、クセの強い人でさ。わたしも散々苦労させられたんだけど、雪村も同じく苦労してるんだよね。そういうこともあって、情報交換と愚痴の言い合いを毎晩してるんだ。でも、そこはさすがの雪村海斗ってところで、医局長の操縦の仕方を早くも会得したみたいなの。だから、ストレス発散の会はそろそろおしまいにしようかと思ってる。送ってもらうこともなくなるから、雪村の車を社宅の前で見かけることもなくなるよ」

　ストレス発散の会はもうおしまい。

　そう言いながら、実際にそうなるかもしれないと唯はうっすらと感じた。

（社内で噂が広がっているようなら、もうやめなくちゃ）

　唯と海斗が本当の恋人同士なら問題はないだろう。

　でも、自分たちは違うのだ。

　中途半端な関係を続けて、海斗の評判に傷がつくようなことになったら彼に申し訳がない。

（少しずつ会う回数を減らしていって……それとも、思いきって「今夜でおしまいにしよう」って海斗に話してみてもいいかもしれない）

　酔い潰れるようにして眠る日々からは解放されている。彼の部屋に通い続ける理由はもうないのだ。そして海斗のほうも、唯を家に受け入れ続ける必要性はないはずだ。

　そのときふと、初めて彼の部屋に泊まった翌朝、コンビニで告げられた言葉が脳裏によみがえった。

　――好きだよ。

　いまここでささやかれたような心地がして、鼓動が大きく波打つ。

　あのときは、お持ち帰りからのエッチをしてしまった海斗の、せめてものリップサービスだと思っていた。けれど――。

　唯が内心で狼狽しているあいだにも、陽太の質問は続く。

「そうなのか？　葉月とあいつは、本当になんでもないのか？」

　唯はなんとか笑顔を作った。

「ないない。だって、相手は雪村だよ？　優亜みたいに可愛い子ならあるかもしれないけど、わたしはないって」

「そんなことないだろ」

　なぜか陽太はムッとした表情になる。

「俺は葉月のこと、か――可愛いって思ってるし。見た目だけじゃなく中身も、知り合いの女の中でいちばんだって」

「えっ？」

　頬を赤らめて陽太が言うものだから、唯も思わず赤面してしまう。

「や、やだな村上。そんな風に褒めてもなんにも出てこないよ。缶コーヒーくらいなら奢ってあげてもいいけど」

「葉月はどうなんだよ」

　顔を赤くしたまま、陽太はまっすぐ聞いてきた。

「葉月は海斗のこと、どう思ってるんだよ」

「どうって――」

「あいつのこと好きなのかよ。付き合いたいって思ってるのか？」

　陽太の言葉に、唯はひどく動揺した。

　自分がどうしてここまで動揺するのかわからなくて、さらに混乱する。とっさに口をついて出たのは、否定の言葉だった。

「好きなわけないよ。雪村は同期で、友達だよ。ほんとにそれだけだよ」

「それ、信じていいんだな？」

「当たり前でしょ。これまでずっと気の合う同期として一緒に仕事をしてきたんだし、わたしが雪村を好きになるわけないじゃん。そもそも勤め先でカレシ作ろうとは思わないよ。後々ややこしいことになったら嫌だし……とにかく、雪村をそういう目で見たことなんて一度もないよ」

「そっか」

　陽太はやっと信じてくれたようで、唯は肩から力を抜く。一方で、自分の発した言葉になぜか胸がずきずきと痛んだ。

　陽太は息をつきつつ、小声でなにやらつぶやいている様子だ。

「良かった、ほっとした……。相手がもしあの海斗だったら、勝ち目ないところだった……」

「なに、村上。もっとはっきり喋ってよ」

「はっきり言っていいなら、言わせてもらうけど」

　陽太は意を決したように唯を見つめた。そのまなざしがいつになく真剣だったので、唯はどきりとする。

「俺は――俺は葉月のこと、ずっと前から好」

「陽太」

　投げ込まれた声に、陽太だけでなく唯も固まった。

　朗らかではあるけれど、どこか冷たさの滲んだ声の主は、雪村海斗である。海斗は給湯室の入り口に手を掛けて、陽太を見た。

「三課の課長が呼んでる。怒ってるみたいだったから、早く行ったほうがいいぞ」

「えっ、あ、マジで？　いや、でも俺いま葉月に――」

　陽太は動揺しつつも、唯から視線を外せないようだった。すると海斗は、珍しく苛立ったような声で告げた。

「いまは勤務中だろ。同期との雑談より仕事を優先しろよ」

「そ、そうだよな、ごめん。葉月、続きはまた今度でいいか？　時間作ってくれるか？」

　唯がうなずく前に、海斗が割り入ってきて唯の腕をつかんだ。

「葉月。Ｂ医院のことで聞きたいことがあるから、こっち来て」

「それはいいけど――」

「おい海斗、そういうのは反則だろ。いまは俺が葉月に」

「課長がおまえに怒ってたのは嘘じゃないよ。早く行ったほうが身のためだと思うけど？」

　海斗の忠告に、陽太は舌打ちをしてから給湯室を後にした。急に静かになった狭い室内で、唯はどうすればいいのかわからず戸惑った。

「ええと……。雪村が、わたしに話があるんだっけ。Ｂ医院についての」

　頭を整理するためにポツリと聞いてみたら、海斗は目を眇めてこちらを見下ろしてきた。

「そう。込み入ったことだから、ほかの人にあんまり聞かれたくないんだ。給湯室じゃなくて、別の場所に移動しよう」

　唯はうなずいたが、海斗が怒っているように感じて気まずくなった。

（もしかして、村上との会話を聞かれたのかな）

　いつから聞かれていたのだろうか。海斗のことを「好きになるわけない」と口にしてしまったことを思い出す。そんなことを言われて気を悪くしない人間はいないだろう。

　海斗に連れられて、この時間は使われる予定のない会議室に唯は入った。入り口のプラカードを使用中に変えて、海斗は扉を閉める。

　なんとも気まずい沈黙が流れて、唯はおずおずと口を開いた。

「……座る？」

「いや」

　唯の勧めを断って、海斗は扉に背を持たせて腕を組んだ。イケメンが鋭い雰囲気を纏っていると、普通の人の五倍は怖くなるから不思議だ。

　唯は思いきって聞いてみた。

「村上と話してたこと、聞いてた？　それで怒ってるの？」

「……。唯はさ」

　綺麗な形をした瞳がこちらを見つめてくる。海斗は怒っているというのに、じっと見つめられたせいで唯はどきりとしてしまう。

「唯は、僕との関係をどう思ってるの？」

「えっ？」

　予想外の質問に、唯は目を丸くした。組んでいた腕をほどいて、海斗は唯に近づく。

「僕とセックスする時間は、ストレス発散の場だって？」

「ちょ……っと待って。村上との話、そんな前のほうから聞いてたの？」

　唯は青ざめた。会話のほぼ全部を聞かれていたことになるではないか。

　海斗は口の端で笑った。

「盗み聞きくらいしたっていいじゃないか。いつどんなときでも僕は唯のことが気になって仕方がないんだから、それくらいの権利はもらっても構わないだろ？」

「盗み聞きの権利とか、発想がおかしいから！」

「反応してほしいのはその部分じゃないんだけど……まあいいか。唯に僕の気持ちを流されるのはいまに始まったことじゃないし」

　海斗の大きな手に手首をつかまれて、唯は怯んだ。海斗は笑んだまま告げる。

「唯にとって僕の存在は、都合のいいセフレってところか？」

「そんな風に思ってなんか――」

「そういうことだろ。酔った勢いのセックスが、ずるずる続いているだけの関係だ」

「ちゃんと話をしようよ、海斗」

　海斗を見上げながら唯は必死に訴えた。話がおかしな方向にこじれ始めているような気がして、それを止めたかったのだ。

　しかし海斗は賛同しないまま、短く告げた。

「僕にとって、唯は世界でいちばん可愛い存在だよ」

　突然の言葉に、唯の鼓動が大きく波打った。海斗の瞳には熱情がこもっている。

「唯が聞き飽きるくらい、何度でも言える。唯は可愛いよ。すごく可愛い。僕にとって、どんな女性よりも唯がいちばん魅力的だ」

「か、海斗、なに言って……っ」

　あからさまな褒め言葉に、唯の頬が赤く染まった。自分でも痛々しく思うほどに動揺してしまう。

「けどそう思うのは僕だけじゃない。陽太だってその一人だ。それなのに唯は、あいつに向かって僕との関係を否定して、あまつさえ『ストレス発散の会はもうおしまい』なんてことを口にするなんて、あまりにも酷すぎるんじゃないか？　おかげで陽太が調子づいて、おまえに告白しようとしていたじゃないか」

　唯はもうなにも言えなくて、顔を真っ赤にしたまま固まっていた。

　海斗が身をかがめる。端整な顔が近づいて、唇に淡くキスされた。

「僕のことを好きじゃないなんて。そういう目で見たことは一度もないなんて、笑いまじりに陽太に言うなんて。傷ついたよ」

　海斗の瞳に、本当に痛みの感情が見えたから、唯の胸にも疼痛が生じた。

「……ごめんなさい」

「謝る代わりに、今夜も僕の部屋に来て」

　ふいに立ち位置をひっくり返され、唯は扉を背に追いつめられた。腰に腕を回されて、もう片方の手で顎をつかみ上げられる。

「陽太がおまえに話があるって言ってたろ？　きっと今夜にでも夕食に誘ってくる。そうされたらちゃんと断れよ。僕と会う約束があるから会えないってあいつに言ってくれたら、完璧だ」

「は、離して海斗。もし誰かが入ってきたら」

「おまえの背中で扉が開かないよう塞いでるから大丈夫だよ。もっとも、音は漏れるかもしれないけどな」

「音って――、っん」

　唇を奪われた。

　貪るように激しく口づけられて、唯はとっさに海斗を押した。けれど、硬い胸板はびくともしない。

「ぅん……っ、ん、や……、っ」

「唯、口を開けて。舌入れたい」

　劣情に濡れた声でささやかれて、けれど唯は言うことをきかなかった。社内でこんなことをしていいはずがない。唯は、海斗の腕の中から逃れようと必死にもがいた。

　それを許さないとでも言うように、海斗は唯をきつく抱きしめてくる。噛みつくような口づけの合間に、低く笑った。

「唯は二人きりで部屋にいて欲情しないの？　僕はすごくするけどな」

「だ……って、ここ、会社……！」

「知ってるよ」

　腰に回っていた手が離れて、唯のスーツの上着とブラウスのボタンを乱暴に外し始めた。やめて、と言いかけた唇を唇で塞がれて、思わず開いた口に舌がねじ込まれてくる。

「ん、ぅん……ッ」

　逃げようとする舌を絡め取られ、いやらしく擦り合わされる。意思に反して官能が刺激されて、唯はひどく感じてしまう。

　ブラウスがはだけられ、インナーごとブラをずり上げられた。乳房が露出して、頬が羞恥に染まる。

「や――、海斗……っ！」

「しー、静かに」

　剥き出しにした胸のふくらみをてのひらに収めながら、海斗はささやく。

「音は漏れるかもしれないと言ったろ？　おまえの可愛い啼き声を、ほかの誰にも聞かれたくない。だから声は我慢して」

「そんな――、ぁ、あん……っ」

　片方の胸を揉まれながら、もう一方のふくらみの先端を口に含まれる。ちゅうっときつく吸い上げられて、唯は全身を震わせた。

「だめ、海斗……っ」

「唯の乳首、すごく可愛い。こうして転がすと、すぐに反応して硬くなる。ほら、もう食べ頃だ」

　乳首の根本を甘く噛まれながら、熱くぬめる舌に絡みつかれた。ぬるぬると味わうように扱かれて、たまらないほどの快感が背すじを走り抜ける。

「ぁ、あ、ぁあ……っ！」

「唯。声気をつけないと」

　笑み混じりに海斗が注意した。

　もう片方の胸を揉みしだいていた手指が、唯の唇に伸ばされる。口腔内に指を二本入れられて、震える舌をなだめるように撫でられた。

「ふ、ぅ……っ」

「そう、いい子だね」

　指先でヌチュヌチュと舌を擦りつけられて、みだらな快感が下腹まで響いた。乳首を自分の口の中で弄んでいた海斗は、勃ちきった粒をねっとりと舌で愛撫したのちに顔を上げる。

　劣情に染まった双眸に縫いとめられて、唯は身動きすら取れなくなった。入れられっぱなしの指のせいで、口端からこぼれ出る唾液を、彼の舌が這って拭い取る。その熱く濡れた感触に、唯は肌が粟立つほどの愉悦を感じてしまう。

「んぅ、ん……っ」

「ああ、気持ちよさそうにとろけた唯の顔、信じられないほどゾクゾクする」

　唯の腰をぐっと強く抱き寄せて、海斗は自身の腰をスカート越しに押しつけた。固く勃起した男性器が両脚のあいだに擦りつけられて、唯はぎくりとする。興奮した男の性に怯えが生まれて、とっさに腰を引いた。

　けれど、背後の扉に妨げられて、これ以上海斗から離れることができない。海斗はたくましい体をさらに密着させて、腰をいやらしく擦りつけてくる。

「唯……、こうやって布越しに擦るだけでも、すごく気持ちいいよ」

「ん、……、っふ」

　陰唇のあたりを上下に刺激されて、唯は呻いた。もどかしい快感に、腰を無意識に動かしてしまう。海斗は余裕のない笑みを刷きながら、唯の口中から指を引き抜いた。

「腰が動いてるぞ。いやらしいな、おまえは」

「ち、が……っ、ぁ、ああ……っ」

　スカートをたくし上げられて、ストッキングと一緒にショーツをずり下げられた。唯の唾液にまみれた彼の指が、陰唇を割って粘膜を上下に擦り立てる。

　熱い快感に全身を侵されて、唯の両脚が震えた。必死に立ちながら、海斗のスーツに両手で縋りつく。

「やめ……、っ、あ、ぁあん……！」

「おまえのここ、触る前からグチャグチャじゃないか。胸を弄られるのがそんなに悦かったのか？」

　陰核を探り出されて、皮膜を剥かれる。唯はとっさに自分の口を片手で覆った。もう片方の手は彼のスーツをつかんでいる。そうしないとこの場にしゃがみ込んでしまいそうだったからだ。

　ひりつくほどに鋭敏な粒を、親指の腹で容赦なく捏ね回される。強すぎる快感に、唯はビクビクと腰を震わせた。それだけでもたまらないほどだったのに、海斗の指が膣孔にねじ込まれてきて、あまりの快感に唯の視界がチカチカした。

「や――っ、ん、……ッ」

「下着が濡れて、使い物にならなくなるな。この後一緒に外回りに出よう。替えの下着を買ってあげるよ。ほら、唯。もう少し脚を開いて。もっと気持ちよくしてやるから」

　彼の膝で促すように太ももをつつかれて、唯は両脚の力を失った。崩れ落ちそうになる体を、腰に回った海斗の片腕が抱き止める。

　同時に、蜜孔を苛んでいた指がより深く埋められて、唯は絶頂に押し上げられた。

「――っ、んン……!!」

「ああ、締まった。もうイったのか？　おまえは本当に可愛いね」

　劣情に染まりきった瞳で、海斗は唯を陶然と見下ろした。唯は涙で潤んだ目をしながら、必死に押さえた口元で乱れた呼吸を繰り返す。

　海斗は、その手の甲に唇を押し当てた。軽く歯を立ててくる。

「おまえの口は、この手じゃなく僕が塞いでやるよ」

　グチュ……と指が淫路から引き抜かれる。遠のく前に陰核をひと撫でされて、唯は腰をビクつかせた。

「っあ――」

　とっさに両手で海斗にしがみつく。そうして空いた唇を、海斗の唇が塞いだ。

「や……、んぅ……っ」

「は――、唯、おまえの唇、どうしてこんなにやわらかいんだ」

　興奮した声で唯の唇を激しく貪りながら、海斗はベルトを緩めた。いきり立った肉棒を取り出して、とろけきった唯の女陰に擦りつける。

　毎晩海斗に貫かれてきた蜜路は、これから与えられるであろう快楽に期待するように、いやらしく蠢動した。蜜口に剛直の先端をめり込ませて、海斗はふと動きを止める。

「ああ、しまった。ゴムを持ってくるのを忘れた」

「……っ」

　唯は泣きそうになりながら海斗を見上げる。海斗は、肉欲に満ちた瞳で笑った。

「このまま挿れて、中に出しても？」

「や……っ」

　唯は怯えて、ついに涙をこぼした。海斗はそれを吸い取るように目尻に口づけて、「ごめん」とささやく。

「嘘だよ、ごめん」

　上着の内ポケットからビニールのパッケージを取り出して、歯で切り開ける。茫然とする唯の唇をふたたび奪いながら、自身の欲望を薄い膜で覆った。

「かい、と……」

「怖がらせてごめんな、唯」

　何度も口づけながら、唯の髪を愛しげに撫でる。滾りきった肉棒の切っ先で、蜜口をゆるゆるとかき回した。

「ひぁ、ぁ……っ」

「でも、半分は本気だったと言ったらどうする？」

　唯がなにを考える間もなく、ズクリとひと息に奥まで貫かれた。

　眼裏が白く弾けて、唯は一瞬で絶頂を極める。

「――――ッ」

　高い喘ぎ声は、海斗の口づけに呑まれた。

　いきりたつ剛直を立ったまま激しく出し入れされて、唯の理性がグチャグチャに溶けていく。

「っふ、ぅ、ァ、んん……っ!!」

「――ッ、ク、ぅ……っ！」

　狭隘な蜜路を強引に犯され、あふれ出す愛液がかき混ぜられて、唯のストッキングを濡らしていく。こんなことをしては駄目だと思うのに、鋭敏な襞を繰り返し擦り立てられて、どうしようもなく感じてしまう。

　時折、扉の向こうの廊下を歩く社員の足音や声が耳に入ってきた。そのたびに唯は顔色を失って海斗の腕の中から逃れようとするのだが、そうすると海斗はよりいっそう腰の律動を激しくしてくるのだ。

「っ、どうして逃げようとするの？　駄目だよ、許さない」

「か……いと、でも、――ッ！」

　指で乳首を捏ねられながら最奥を叩かれて、唯は背をしならせた。扉に当たって、物音が立つ。廊下を歩く人々は一度立ち止まったようだった。だが、ふたたび歩き出して足音が遠ざかっていく。

　官能に悦ぶ膣肉が、きゅうっと彼の肉棒を締めつけた。快感を耐えるように、海斗が眉をきつく寄せる。唯は海斗にしがみついた。

「っ、ぅん、ん……っ、駄目、もう……っ」

「はぁ……ッ、唯、もっと……！」

　片足を抱え上げられて、さらに腰が密着した。これまで届かなかった場所まで彼の欲望が押し入り、とろけきって熱を持つ隘路が、グチュグチュと何度も激しく貪られていく。

　会議室に響くみだらな水音と、互いの乱れた呼吸音に鼓膜が犯されていくようだった。声を抑えるように深く口づけられ、舌に絡みついてくる彼のそれは、まるで強い執着心を表しているかのようにも感じられた。

　こんな風に無理やり奪われているというのに、気持ちよくてたまらない自分が信じられない。

　強く抱きしめてくる彼の腕も、唇を塞ぐ熱い体熱も、蜜襞を擦り立て、子宮の底を抉ってくる力強い滾りも、なにもかもが気持ちよかった。

　いつしか唯は、海斗にしがみつくようにして快感に溺れていた。彼の与えるすべてにどうしようもなく感じて、自ら腰を動かしていた。

「っん、そこ、気持ちいい……っ、海斗、ぁあ、もう、イく……イっちゃう……っ」

「唯――唯……！」

　体をつなげるまでは饒舌だった海斗も、いまは余裕をなくしているようだった。唯の膣壁に男根を食いしめられ、襲い来る快感に息を乱して耐えている。汗ばむ手で唯の片脚を抱え上げたまま、ガツガツと突き上げた。

「あ、あ、あ、海斗、海斗ぉ……っ！」

「ッ、僕も、もう……ッ」

　腰を抱く彼の腕に力がこもる。荒々しく唇を奪われながら、己の欲望をねじ込むようにして、海斗は突き当たりの膜を抉った。

「…………ッ！」

　彼の腕の中で、スーツにしがみつきながら唯は達した。同時に膣肉が蠢動して海斗の肉棒をきつく扱き上げる。海斗は呻き声を上げながら、唯の体内で皮膜越しに精を吐き出した。

「――、は……」

　唯をきつく抱き竦めたまま、海斗は熱い息を吐き出す。

　ドクドクと脈打つ肉棒を膣襞で感じ取りながら、唯は全身の力を失った。崩れ落ちそうになる唯を抱き止めて、海斗は息を乱したまま唯の髪に唇を押し当てる。

「唯……」

　掠れた声で名を呼ぶ。その切ない響きを聞きながら、唯は朦朧とした意識の中でぼんやりと思った。

（もう、やめなきゃ）

　こんなことをしていては駄目だ。自分にとっても、海斗にとってもよくない。彼との時間を過ごすようになってから何度も思ったことを、唯は胸の中でつぶやいた。

　海斗の部屋に通うことでさえ会社の人たちからあれこれ噂されるというのに、社内で行為に及んでいたようなことが万が一知られれば、もっと大変なことになる。自分はもちろん、営業部のエースである海斗も皆から呆れられ、嘲笑を受けるだろう。

　この関係をおしまいにするということは、海斗の部屋にもう行かないと決めることだ。

　彼と過ごした一ヶ月間を、過去のものにするということだ。

　そう思ったとき、唯の胸に広がったのは痛みだった。

　海斗とおしゃべりをしながら夕食を食べて、彼に情熱的に抱かれる。互いに果てたのち、気怠さの中で彼に抱き寄せられて、甘く口づけられる。幸福感に満たされるその時間を、わたしは自分から手放せるのだろうか。

（でも――やっぱりこんなことは、続けちゃ駄目だ）

　海斗は唯をきつく抱きしめたまま、首すじに顔をうずめている。彼は唯のことを、もしかしたら必要としてくれているかもしれない。唯と過ごす時間を、唯と同じように幸福に感じてくれているのかもしれない。

　けれど、自分たちは最初の時点で間違えてしまった。なぜなら唯の知っている海斗は、社内で無理やりこんなことをしてくる男ではないからだ。彼らしくないことをしている海斗は――もしくは、彼らしくないことをさせている自分は、どこかを間違えている。だからこの関係をリセットしなければ、元に戻らない。唯はそう強く感じた。






５　ここまでにしよう








　この日の終業後、唯は足早にフロアを出て総務部に向かい、友人の篠木優亜と夕食の約束を取りつけた。

　海斗との関係は、自分の中だけで収束するようにこれまで努力してきた。でも、心がもう限界に来てしまった。

（今夜は海斗の家に行かない）

　唯はそう決めていた。海斗は午後の外回りからまだ戻ってきていなかったので、顔を合わせることはなかった。

　ロッカールームには誰もいなかった。

　優亜を待つあいだに、唯は束ねた髪を下ろして気持ちを緩めた。鏡の前の丸椅子に腰かけ、スマホをタップする。メッセージアプリを呼び出して、海斗への文面を手早く打った。

　――海斗のおかげで禁酒成功したよ、ありがとう。今日から部屋にお邪魔するのをおしまいにするね。また月曜日から仕事がんばろう。

　最後に明るい印象のスタンプをつけて、送信ボタンをタップする。ひと息にそこまで終えて、唯は長く息を吐いた。海斗の部屋の合鍵は、彼のデスクの引き出しに入れておいた。「いままでありがとう、鍵返すね」と付箋に書いて貼りつけてある。

　全身が脱力する。これで終わったのだと、ぼんやりと思った。

「唯、お待たせー」

　ゆるく巻いた栗色の髪を揺らしながら、優亜がやってきた。可憐な容姿と雰囲気を持つ彼女が現れると、場が一気に華やぐ。

　優亜は「帰り支度するから、ちょっと待っててね」とロッカーの扉を開いた。それからふいにこちらを振り向く。

「大丈夫、唯？」

「え？」

　唯はまばたきをした。内勤用の制服を脱ぎながら、優亜がこちらを覗き込んでくる。

「いまにも泣きそうな顔してるよ。なんかあった？」

「――、あった、かも」

　そんな顔をしていたなんて、自分では気づいていなかった。けれど、優亜の指摘は的を射ていたので、唯はぎこちなくうなずいた。

「そのことで優亜に話を聞いてほしくて、食事に誘ったんだ」

「よし、わかった。なんでも聞くからいっぱい話して。今日は金曜だし、唯にとことん付き合うよ」

　優亜は明るく笑った。







　優亜の提案で、駅前のスペインバルに入った。

　ここは会社の人たちがあまり利用しない、こぢんまりした店だ。料理の味付けが唯と優亜の好みに合って、二人でよく利用している。ニンニク抜きの注文にも応じてくれるので、翌日に予定がある日でも使えるところが好ポイントだ。

　注文を取りにきた店員に、ドリンクをひとまず注文する。優亜はビールで、唯は烏龍茶である。

「どうしたの唯。いつもビールがぶ飲みするのに、ずいぶん大人しい飲み物を頼むじゃない」

　運ばれてきたジョッキで乾杯しながら、優亜は言った。唯は肩を竦める。

「ここ一ヶ月、飲んでないんだよね」

「ついに禁酒成功したの？　いつも口ばっかりだったのにすごいじゃない」

　クスクス笑いながら、優亜はビールを口に含む。彼女はアルコールに弱いので、頼むのはいつも一杯だけだ。

「禁酒の効果、確実に出てるみたいね。肌ツヤもいいし、痩せてすっきりした気がするよ。あと、目の下のクマもなくなってる。やっぱアルコールは飲まないに越したことないんだね。こういう場に来ると、ついつい頼んじゃうんだけどさ」

「ほんと？　見た目でわかる？」

　唯は目を丸くした。自分ではわからなかったからだ。

　優亜はうなずいた。

「わかるわかる。禁酒してたの知らなかったから、てっきりダイエットしたりスキンケアがんばり始めたりしたのかと思ってたよ」

　唯はちょっと嬉しくなった。とんでもない方法での禁酒だったが、効果はちゃんと出ているのだ。

　こうやって目の前で生ビールを飲む人を見ると、あのシュワシュワした感じが懐かしくなる。飲みたいな、とも正直思うけれど、店員を呼んで注文するまでに至らない。

　優亜は話を続けた。

「ここ一ヶ月といえば、唯が付き合い悪くなってた期間だよね。週末に誘っても、予定があるの一点張りだったし。これは男ができたなと思って、唯からの報告を待ってたんだけど。ダイエットやスキンケアに気合入れ出したのはカレシができたからだって思ってたしね。で、今日話したいことって、やっぱりそっち方面？」

「カレシというわけじゃないけど、そっち方面っていうのは合ってる」

　唯はため息をつきながら烏龍茶を口にする。このバルは、烏龍茶も中ジョッキで運ばれてくるのでたっぷりの量が飲めるのだ。

　先ほど頼んだバーニャカウダが運ばれてきた。これは優亜の好物である。

「追加で生ハムとパエリアお願いします。取り皿二人分で。――唯についに男ができたかぁ。さあ、洗いざらい話してもらおうかな」

　店員に注文したのち、優亜はテーブルに身を乗り出した。

「まずはお相手の情報から。とは言っても、大体予測はついてるんだけどね」

「うん、予測されてると思ってた。噂になってるって、村上から聞いたから」

「村上って、三課の村上陽太？　ふうん、もしかして村上から告白された？」

「さ、されてないよ」

　給湯室で会ったきり、陽太とは顔を合わせていない。あの後課長に言われて外回りに出たらしく、就業時刻を過ぎても彼は会社に戻って来なかったのだ。

　優亜はパプリカのスティックをつまんで、ディップを掬った。桜貝のようなピンク色が爪を彩っている。

「告白してこなかったのか。じゃああきらめたのかな。村上、唯狙いだったもんね。でも相手が悪いって退散したのかも。もしくはその相手に撃退されたかの、どっちかだね」

「……。村上のこと、わたし全然気づかなかったんだけど。どうして優亜は知ってたの？」

「ちょっと見てたらわかるよ、バレバレだもん。同期会で唯の隣に座りたそうにして、いつもソワソワしてたしね。でも、その席は誰かさんの指定席みたいになってたから、村上の願望が果たされることはついになかったけど」

　誰かさん。

　いつもの飲み屋の座敷で、当たり前のように隣にいた同期の顔を唯は思い浮かべる。

　途端、鼓動が早まったので、唯は慌てて烏龍茶を飲んだ。優亜がにんまりと笑う。

「その反応、社内の噂は事実だったってことでいい？」

「ゆ、優亜」

「雪村でしょ。我らが同期の星、雪村海斗。うんうん、良かった良かった。雪村になら唯を任せてもいいよ。親友を奪われるのはちょっと悔しいけど、唯が幸せなら全部オッケーだし」

「優亜、待って。違うの」

　唯はジョッキをテーブルに置いた。優亜は首を傾げる。

「違うって？」

「こんなことを打ち明けて、優亜にドン引きされないかすごく不安なんだけど……。でも、一人で抱えるにはもう限界で。ごめん、優亜。聞いてて楽しい話じゃないんだけど、聞いてもらってもいいかな。本当に勝手なんだけど、誰にも内緒の、ここだけの話で」

「そんなの聞くに決まってるじゃない」

　優亜は眉を寄せた。生ハムとパエリアが運ばれてくる。

「わたしと唯の仲でしょ。相談されないほうが嫌だよ。逆に考えてみて。もしわたしが男関係で悩んでて、暗い顔をしてるのに、唯が聞いてもなんにも打ち明けなかったらどう思う？」

「絶対嫌。心配だもん。うちに泊まらせて、ひと晩中とことん話聞くよ」

「その言葉、全部唯に返す。さあ話して」

「ありがとう、優亜」

　持つべきものは親友だ。唯は心から感謝しながら、海斗とのあいだで起こった一ヶ月間の出来事を話した。

　同期の新年会で酔い潰れて、海斗のマンションに連れて行かれたこと。そこで彼とセックスしたこと。恋人同士の関係になることなく、その後も毎晩のように関係を持ち続けたこと。

　会議室で事に及んだことまでは、さすがに話せなかった。ただ、海斗との噂について村上陽太に聞かれて、「雪村のことは好きじゃない」と言ってしまったことで、海斗の気分をひどく害してしまったことは打ち明けた。

「話し合いをしようとしたけれど、うまくいかなくて、余計にこじれちゃって。これ以上雪村との関係が悪くなるのが辛くて、さっき合鍵を返して来たの」

　合鍵を返した時点で、自分たちの関係はただの同期に戻った。一ヶ月間続いてきたこの事態に、終止符が打たれたということになる。

「うーん」

　ひととおり聞き終えて、優亜は眉を寄せた。一方で唯は、これまで誰にも言えずに悩んでいたことをやっと打ち明けて、精神的にぐったりしていた。

（頭が疲れたときはブドウ糖だ。ごはん食べよう）

　鉄板皿に盛られたパエリアを、二つの取り皿に取り分ける。そういえば、海斗もパエリアを作ってくれたことがあった。アサリとエビがたっぷり入っていて、とっても美味しかったことを覚えている。

（ああ、なんかもう、辛くなってきた）

　胸が引き絞られる心地がして、唯はため息をつく。優亜は「ありがと」と言いつつパエリアの取り皿を引き寄せた。

「雪村と唯の関係について、言いたいことやツッコミどころはたくさんあるんだけど。聞き終えての最初の感想は、雪村ってそういうタイプだったんだ、ってとこかな」

　パエリアをスプーンで掬って、優亜は肩を竦める。

「勝ち気な割に冷静なタイプだと思ってたんだけど、思いつめたら極端に走る奴だったのか。名目よりも実利を直接獲りにいくっていうか、開き直りに近いけど。こういうタイプがいちばん厄介なんだよね」

「厄介って？」

「こっちはこっちで、別の意味で困った子だし」

　優亜はため息をついた。

「要するに唯は、雪村とセフレの状態にあるのが嫌だから、彼との関係を終わりにしたかったのよね。そういう関係であることを会社の人たちに知られたら、自分だけじゃなく雪村の評判も下がることになる。それに加えて、セフレのようでいてセフレじゃないような不安定な関係が唯の手に負えなくて、関係をリセットせざるを得なかったと」

「うん」

　唯はうなずいた。ぐるぐるといろいろなことを考えて八方塞がりになっていたのだが、シンプルにまとめれば優亜の言葉がしっくりくる。

　優亜はビールをひと口飲んで、テーブルに置いた。

「あのね、唯。ちょっと厳しいことを言わせてもらえるかな」

「わかった、どーんと来て」

　唯が真剣なまなざしでうなずくと、優亜は口を開いた。

「唯が鍵を雪村に返した行動は、逃げだと思う」

「……う」

　優亜の言葉が胸にグサッと刺さって、唯は呻いた。優亜は細い指を三本立てる。

「わたしの見解を三つ話すね。まず、一つ目。雪村は唯に恋愛感情を持っている。二つ目、だから本当の意味で唯たちはセフレじゃない。最後の三つ目。唯も雪村のことが好きだから、実質的に二人は恋人関係にあった」

「こ――恋人とは違うよ。付き合おうとか、そういう話は一度もしていないし」

「口約束があったかどうかは別にして、お互い好き同士ってところを見れば恋人も同然でしょ」

「わたしの中で海斗はずっと同期だったから、好き同士と言われても……混乱する。始まりが体からだったから、余計にそう感じるのかもしれないけど」

　唯の声が自然と小さくなる。

　海斗と過ごす時間は自分にとって大切なものだった。そして、海斗も同じように思っていてくれたと思う。けれど、それを恋愛感情に落とし込むことを、これまで唯はしてこなかった。

　無意識的に、考えないようにしていたのかもしれない。そこを考えてしまったら……いまよりももっと混乱してしまうから。そして、自分の心が傷ついてしまうことにもなりかねないから。

（ああ、そうか。だからわたしのしたことは『逃げ』なんだ）

　考えなければいけないことを考えずに、会わないことを決めた。それで海斗の社内での評判を守ったつもりでいたし、いまもそれを完全に間違っていたとは思わないけれど、恋愛という局面から見た限り、唯の行為は逃げ以外のなにものでもない。

　優亜は苦笑しつつ口を開く。

「気持ちはわかるけど、考えてもみてよ。好きでもない男との体関係を精算するのに、ここまで悩むのっておかしいじゃない。経験が少ないせいで唯が恋愛に苦手意識を持ってるってことは、六年の付き合いで充分知ってるよ。特に、営業部に異動してからは仕事で手一杯の毎日だったしね。だからこそ唯は、恋愛事は自分の人生には無関係ってことを、事実としてスッキリ受け入れちゃってるんだよね」

　優亜の分析は、当たりすぎていてぐうの音も出ない。

「要するに、唯を狙う男にとって、唯は難攻不落の城塞なわけよ。だって唯は、ハナから恋愛を頭に入れてないんだもん。雪村が思いつめるのもわかる気がする。酔い潰れたのをお持ち帰りして食べちゃうってのは、禁じ手中の禁じ手だけどね。あいつにデコピン百回お見舞いしてやりたいくらいだわ」

　腹立たしげに優亜は息をついた。

「それで唯が傷ついたりなんかしてたら、デコピンくらいじゃ済まさなかったけど！　でも結局は唯も雪村が好きだったんでしょ？　だから一ヶ月のあいだ、あいつの部屋に通い続けたんでしょ？」

　唯は言葉に詰まった。否定しきれなかったからだ。

「きっと雪村、すごく嬉しかったと思うよ。唯が毎晩自分の家に来てくれて、手料理食べてくれて、しかもエッチも同意してくれるとか。だって、それってほとんど付き合ってるもん。セフレの域を超えてるよ」

　優亜はほほ笑んで頬杖をついた。

「この一ヶ月、唯はたくさん悩んでたと思う。始まりが始まりだったしね、悩んでも仕方ないよ。だって相手はあの雪村だし、唯の性格からして、セフレ関係だと思いつめても当然だよ。でも、それだけ悩むのは雪村のことが好きだからでしょ？　もうおしまいにするって雪村に伝えたって言うけど、本当にそれでいいの？　自分の気持ちをちゃんと大切にしなきゃ駄目だよ。そうじゃないと二人とも、そろって仲良く不幸になっちゃうぞ」







　話を聞いてくれた優亜に礼を言って、店の前で別れた。唯と優亜は同じ社宅に住んでいるのだが、優亜はドラッグストアに寄ってから帰るらしい。

　帰りのバスに乗り込んで、唯は息をついた。優亜との会話が頭の中をめぐっているものの、いろいろなことをひっくり返された気がして、考えがまとまらない。

「不幸になる、か……」

　頭も心もごちゃごちゃして、どうにもまとまらない。

「難しいな」

　手に負えない。仕事だけで手一杯の生活に、よりいっそう制御不能な事柄が侵入してきて暴れ回っているような気さえする。

　バスを降りてマンションに帰り着き、自室に入った。リビングの電気をつけて、カバンとコートをベッドに放る。

　ベッドのほかに、テレビとローテーブルの置かれた殺風景な部屋だ。こぢんまりした二口コンロのキッチンは、すぐ背後にある。

　１ＤＫの社宅は築二十年と古い。海斗の広々としたマンションと比べると、段違いに狭かった。なにしろあそこのキッチンは四口コンロで、食洗機・オーブン内蔵型なのだ。

（海斗のマンションに行かない夜は、一ヶ月ぶりだな）

　静まり返る室内は、温かみが一切ないように感じられた。エアコンの暖房をオンにして、テレビをつける。バラエティのクイズ番組が流れ出した。

　ローテーブルの前にしゃがみ込んで、にぎやかな画面を唯はぼうっと見つめる。エアコンの温風が頬を撫でて、「着替えなきゃ」とつぶやいた。

　でも、その前に一杯飲みたいな。

　そんな考えが頭に自然と浮かんで、唯はびっくりする。

　ここ一ヶ月、部屋で飲みたいだなんて思ったことはなかったのに。

（ああ……わたしは）

　こんがらがっていた糸がやわらかくほどけていくような感じがした。

　寝に帰るだけのこの部屋、一人きりで過ごす寒々しい空間で、寂しさを紛らわすために飲んでいたのだということに、唯は気づいた。

　人が酒を飲む理由は様々だろう。後ろ向きのものもあれば、明るく楽しみたいというポジティブなものもある。

　でも、唯が飲む理由は、寂しさから逃げるためだった。

　だからこの一ヶ月、飲まなくて済んだのだ。

　海斗がすぐ隣にいてくれたから。彼と一緒に過ごす時間がただ幸せで、心が満たされたから。

「もう……わたしって奴は、ほんと、いまになって」

　唯は笑った。笑ったのに、本当は泣きたいような気持ちだった。

　海斗に自分からさよならをした。そのあとに自分の想いにはっきりと気付くなんて。こんなにも海斗が好きなのだと――海斗と一緒にいられる時間があるのなら、ほかに何もいらなかったのだということに、いまになって気付くなんて。

（でも、関係をおしまいにするという発言を取り消したいだなんて、いまさら言える？）

　また部屋にお邪魔したいからやっぱり合鍵を貸してと。海斗のことが好きだと気づいたから、これからも会う時間を作ってほしいと。自分からさよならを告げた直後に、そのようなことを伝えるのはあまりに身勝手だ。彼を不当に振り回すことになってしまう。

　だから、一ヶ月前の状態に――ただの同期という関係性に、このまま静かに戻れるのなら、それがいちばんいい。いや……結局のところ、これもただ逃げているだけなのか。

『本当にそれでいいの？』

　優亜の言葉がよみがえる。

『自分の気持ちをちゃんと大切にしなきゃ駄目だよ』

　胸を打たれたとき、スマホの通知音が鳴った。メッセージが入ったようだ。――海斗かもしれない。

　唯はスマホをゆっくりと取り上げて、液晶をタップした。予想どおり、海斗からだった。

『最後に一緒に過ごす時間を作ってくれないか』

　シンプルな一文にどきりとする。その後に、某シティホテルのレストランを指定する文面が続いた。土曜――明日のディナーを予約したとの旨が書かれている。

「最後――」

　知らず、つぶやきが零れた。

　海斗は心を決めたのだと悟った。

　彼はこの一ヶ月のあいだ、唯のことを優しく、そして情熱的に、受け入れ続けてくれた。唯と過ごす時間を必要としてくれた。けれど、それももう最後なのだ。海斗の想いがどんな形をしていたのであれ、彼もこの関係に終止符を打つことを決めたのだ。

　唯が終わりにしたいと伝えたから。

　そして、合鍵を彼の元に返したから。だから海斗は、それを受け入れたのだろう。

（わたしたちの関係は、これで終わる）

　胸が締めつけられるように痛んだ。思いがけず涙がほんの少し零れたけれど、不思議と胸の中はすっきりしていた。

（いまの関係をここでおしまいにして、それから先は）

　これから先も、自分は海斗を目で追い続けるかもしれない。

　心で求め続けるかもしれない。

　濃密な時間を過ごした分、切なく辛い気持ちになるだろう。けれど、この一ヶ月間の出来事を、後悔ばかりのものにしたくないと思った。

「よし」

　唯は承諾の旨を海斗に返信して、スマホをテーブルに置く。

「明日のために、今夜はゆっくり疲れを取るぞ」

　風呂に浸かって、丁寧にスキンケアをして、今日は早めにベッドに入ろう。この前買ったばかりの雑誌を持ち込んでもいい。そうして眠くなったらぐっすり寝よう。

　明日の目覚めが、快いものになるように。 






６　両想いの口づけ







　翌日は、寒いながらも青空の広がる好天だった。海斗との待ち合わせは午後六時なので、それまでの時間を唯はのびのびと過ごした。

　冷蔵庫の中身があまりにも寂しかったので、自転車に乗って近所のスーパーに食材の調達に出かけた。出来合いのものを買って帰るのがこれまでの定番だったのだが、自炊好きの海斗を見習って、野菜売り場や肉売り場を中心に回った。

　買い物袋を下げて帰宅して、昼ごはん作りに早速取りかかる。卵のパックと鶏もも肉、冷凍のミックスベジタブルを取り出した。

　いまいちばん食べたいと感じるメニューは、オムライスである。海斗が初めて作ってくれた料理だ。

　唯はキッチン台を前に腕まくりをした。

　海斗は上にかけるソースを手作りしていたし、卵にチーズを練り込んでいた。皿はスキレットで、ごはんはチキンライスではなく、コンソメの効いたバターライスだった。

　でも、料理初心者の唯にはそこまでできそうにない。だから市販のデミグラスソース缶を買ってきたし、ごはん部分はケチャップ使用のチキンライスだ。

　スマホで検索したレシピを参考に、味見を繰り返して味を調節しつつ、フライパンと格闘しながら、唯はなんとか作り上げた。カレー皿の上にフライパンから慎重に落とす。ところどころ玉子の部分が破れたりして、形の悪いオムライスだったが、それでも美味しそうな匂いと湯気が立った。

　デミグラスソースの缶を開けてミルクパンに注ぐ。火をかけて温め、オムライスの上にかけた。玉子の破れたところを濃い色のソースがうまく隠してくれている。

「意外と美味しそうにできたかも」

　レタスとオニオンスライスをカレー皿に添えて、プチトマトを乗せる。スーパーで調達してきたペットボトルの温かいお茶をマグカップに注いで、リビングのローテーブルに運んだ。

「いただきます」

　手を合わせてスプーンを手に取った。ひと口分を掬って口に入れると、なんだか懐かしいような味が口の中に広がる。

（小さい頃、お母さんに作ってもらった味に似てる）

　味見をしながら作ったから、自然と慣れ親しんだ味付けになったようだ。

　海斗作のものに比べて、玉子は固すぎたし、チキンライスはべちゃっとしている。シンプルな料理なのに仕上がりがこれほど違うのは、材料のカットサイズや炒める順番、火加減などが関係しているのだろう。それでも唯は満足の内に食べ終えた。

「今度料理本でも買ってこようかな」

　ごちそうさまでした、と手を合わせて、唯は皿洗いのために立ち上がった。







　それから夕方まで、唯は音楽を流しながら部屋の掃除に精を出した。

　すみずみまで掃除機をかけて、フローリングを水拭きする。トイレや風呂場もピカピカにし、キッチン周りも洗剤を使って磨き上げた。

「よし、いい感じ」

　見違えるほどに綺麗になった室内を見渡して、唯は自己満足に浸る。部屋が綺麗になると、心の中までスッキリ整頓されたような心地がするから不思議だ。明日はラグや布団をベランダに干そう。

　そうこうしているうちに、外は夕暮れ色に染まり、時計の針は午後四時を指した。海斗との待ち合わせは、ホテルのレストランに六時だ。

「ヤバい、遅刻しちゃう」

　部屋着から着替えようと思い、リビングにあるクローゼットを開けた。海斗が指定したのは老舗の高級ホテルだったので、ニットにジーンズといういつもの格好は場違いになるだろう。

（かといって、あんまり決めすぎるのもなぁ）

　定番のワンピースも考えた。けれど、可愛らしい服は自分の性格と合っていない上に、五年以上前に買った物くらいしか手持ちがない。

　悩みつつ、とろみのある素材のワイドパンツを手に取った。ハイウエストになっていて、大きめのリボンを腰で結ぶタイプのものだ。色はやわらかなライトグレーである。

　ぴったり目のオフホワイトのニットをこれに合わせて、ロング丈のチェスターコートを上から羽織れば、それなりに見えるだろう。

（それにしても、どうしてホテルなんだろう）

　髪を下ろして、丁寧にブローした。毛先を軽く巻いてふんわりさせる。アクセサリーは、一粒石のシンプルなネックレスでいいだろう。

（夜はいつも海斗の部屋だったから、なんだか変な気分）

　そこまで考えて、唯は気づいた。

　海斗がホテルのレストランを指定してきたのは、きっと必要があってのことだ。

　彼の部屋は、二人きりで過ごした残り香が強すぎる。もしも今日誘われたのが海斗の部屋だったとしたら、海斗と会うのを唯は躊躇しただろう。いろいろなことを思い出して辛くなるに違いないからだ。そして、空気に呑まれて同じことをまた繰り返してしまうかもしれない。

「海斗はやっぱり気が回るな」

　笑み混じりにつぶやいて、ショルダーバッグに財布やスマホ、鍵などを入れる。時計を見たら五時を過ぎていた。窓の外はすっかり暗くなっている。時間ギリギリだ。

　コートを羽織り、ショートブーツに足を入れて、唯は足早に玄関を出た。







　朝から続いていた晴天は、夜空を満点の星空にしていた。

　白い息を吐きながら、唯は電車に乗ってシティホテルに向かう。一流シェフが腕を振るうと評判のレストランは、ホテルの一階にあった。

　向かって右横にはロビーラウンジがあり、ゆったりとしたソファ席に身を預けた人々が、ピアノの生演奏に聞き入っている。時間が時間だけに、客の数はそう多くないようだ。逆に、レストランは満席に近い状態のようである。

　海斗からのメッセージには、「雪村の名前で席を取ってあるから、レストランのカウンターで名前を言って」とあった。そのとおりにすると、正装姿のボーイが綺麗な所作で一礼した。

「雪村様でございますね、承っております。本日はこちらのお席ではなく、お部屋でのお食事をご予約ということでよろしいでしょうか」

「部屋？」

　唯は目を丸くした。ボーイはうなずく。

「お連れ様はすでにお部屋にいらっしゃいます。フロントまでご案内致しますので、どうぞこちらへ」

　予想外のことに混乱する唯を、ボーイはにこやかにフロントまで連れて行った。フロントマンに申し伝えて、一礼してレストランに戻っていく。

　フロントマンは、これまたにこやかに唯にほほ笑みかけてきた。

「本日はご予約誠にありがとうございます、雪村様。お部屋は３７２５号室になっております。お部屋までご案内致します」

　若い男性の客室係が現れて、「お荷物はございませんか？」と朗らかに尋ねてくる。小ぶりのショルダーバッグしか持っていない唯は、首を横に振った。「かしこまりました。どうぞこちらへ」と前に立って案内してくれる彼に、唯はいまだ混乱しながらついていく。

（部屋……!?　部屋って、どういうことなの）

　乗り込んだ広いエレベーターは、ぐんぐん上昇していく。同時に、唯の不安も上昇していった。

（もしかしてわたし、とんでもない事態に足を踏み入れようとしてるんじゃ）

　エレベーターが止まって、扉が開く。ここで引き返すべきだったのかもしれない。けれど、唯の足は客室係の後をフラフラと追った。

（だって――今日が最後って）

　これが最後だと、海斗が伝えてきたのだ。

　二人きりで会う夜はこれでおしまいだと。

　唯もその覚悟はできていた。だからこそ、今夜はどうしても会いたかった。最後に会って、他愛もない内容でいいから話をして、笑い合って、前向きな気持ちでさよならしたかった。

　そうして、週明けの月曜日からいつもどおりの日常を過ごしていこうと思っていたのだ。

「お部屋はこちらになります。カードキーをどうぞ」

　ぼうっとするような心持ちで、唯はキーを受け取った。一礼して客室係は立ち去っていく。

　絨毯が敷き詰められた廊下に、人影はない。静まり返る空間を暖色系の照明が照らしている。

　現実味の失せたような気持ちで、唯はドアチャイムを鳴らした。扉が開く。開けたのは海斗だった。

「唯――」

　海斗は真剣な表情をして、唯をまっすぐに見つめた。休日だというのに、彼はスーツ姿だった。取引先の病院は土曜診療を行っているところがほとんどなので、土曜に顔を出さなければならないこともある。今日はそういう日だったのだろう。

　海斗が再度口を開く前に、唯は後ろに下がった。海斗の背後にある室内を――泊まるための部屋を目に入れて、やっぱり駄目だと思ったのだ。

「ごめん、海斗」

「唯」

「ごめん、わたしやっぱりここよりレストランのほうが――」

　そのとき、ワゴンを押す音が廊下の奥から聞こえてきた。レストランのボーイと同じ服を来た二人が、料理を載せたワゴンを運んでくるのが見える。

「軽い食事をレストランに頼んでおいたんだ」

　短く説明して、海斗はふたたび手を伸ばし、唯の腕をつかんだ。

「コース料理がよかったなら、また追加するよ。とりあえず中に入って」

　こちらに向かってくるワゴンに退路を塞がれた形になり、唯は半ば強引に、室内に引き込まれた。

「ちょ……っと待って、海斗！」

　レストランのボーイたちが、料理をテーブルに並べて退室したのち。

　奥の部屋にダブルベッドがあるのを目に入れて、怖気づいた唯が、「やっぱりレストランで食事しよう」と踵を返した。直後、海斗に背後から抱き竦められた。

「行かないで、唯。話がしたいんだ」

「駄目だよ海斗。話なら別の場所でしようよ」

　振り払おうともがくが、海斗は離してくれない。

「駄目ってなにが。唯が勝手に終わらせようとしただけじゃないか。僕の気持ちを聞こうともしないで、あんなそっけないメッセージ一つ寄越して、鍵まで突き返してきて――」

　海斗の腕に力がこもる。唯は目を見開いた。

「海斗は納得したんじゃなかったの？　だからこれで最後だっていうメッセージを送ってきたんでしょう？」

「納得？」

　海斗は笑ったようだったが、その声には苦しげな色が滲んでいた。

「どんなことが起こったとしても、唯との関係を終わらせることに僕が納得することは絶対にないよ。決まってるじゃないか」

「決まってるって――」

「唯が悩んでいたのは知ってる。それについては僕が悪い。申し訳ないと思ってるよ。ごめん、唯。僕は怖かったんだ」

　唯は返す言葉に詰まった。

　あの強気な海斗に、怖いものがあるなんて思いもしなかったからだ。ましてやそれが、自分との関係から生じたものだなんて、すぐには信じられなかった。

「僕は、おまえに本心を伝えて拒絶されることが怖かった」

　唯のうなじに顔をうずめ、くぐもった声で海斗は言う。自分を抱きしめる彼のたくましい両腕が、かすかに震えているような気がした。

「海斗……？」

「唯は僕と恋愛することを、腹が立つくらい少しも考えてくれていなかった。僕が初めておまえに想いを告げたとき、唯はそれを嘘だと信じて疑わなかっただろ。それでも僕は唯の視界に入り続けたくて――唯を抱きしめて、キスをして、ベッドの上で何度も僕のものにしたくて、その欲望に抗えなかった。唯を戸惑わせて、悩ませることになることはわかっていたのに、強引に関係を保ち続けたんだ。そして、その結果が昨日の唯からのメッセージだった。もう終わりにしようと」

　海斗の声音はひどく苦しげだった。これまで溜めてきた想いを一度に吐き出しているかのようだ。唯はもがくのをやめて、彼の言葉に茫然と聞き入った。

「終わりだなんて、考えられない」

　掠れた声で、海斗は言う。

「考えられない。おまえが好きだ。唯が好きだよ。唯になら僕のなにを奪われたっていい。僕の全部は唯のものだ。でもただ一つ、奪わないでくれ。おまえと過ごす時間を、僕から奪わないでくれ」

　胸が締めつけられて、きゅっと痛んだ。なにか言葉を返そうと思っても、なにも出てこない。その代わりに、熱いものが胸の奥からこみ上げてきて、喉を塞いだ。

　唯の瞳から涙がひと粒零れる。そうすると、涙腺が壊れたようにポロポロとあふれた。

「そんなこと……わたしだって」

「唯――」

「セフレ関係なんておしまいにしたいと思って、だから」

「ごめん、唯」

　海斗は唯の体を腕の中で反転させて、指で涙を拭った。

　彼の瞳は傷ついているようでいて、優しい温もりに満ちている。

「ごめんな。唯が好きだよ。唯を愛してる」

「海斗――」

「ずっと前から、おまえしか見てなかった。頑張り屋で弱みを見せない唯のことを放っておけなくて、守りたいとずっと思ってた」

　頬の涙を拭っていた指が、唇にふれる。

　昨夜、ひと晩ふれ合わなかっただけなのに、彼の体温を懐かしいと感じた。

　愛おしいとも。

「叶うなら、唯とずっと一緒にいたい。ほんの少しでも離れたくなんかないんだ」

　剥き出しの感情を絞り出すようにして海斗は告げた。ひりつくような恋情が伝わってきて、唯が身動きできないでいると、彼の唇が近づいて唯のそれを塞いだ。

「……、っ」

「唯――」

　口づけが離れて、熱情を秘めた瞳に囚われる。

　考えるより先に、彼の体熱の残る唇から、唯は言葉を返していた。

「わたしも海斗が好き」

　だからこんなにも胸が痛くて、迷って、悩んだのだ。

　優亜の言うとおりだ。彼に惹かれていなければ――海斗を好きじゃなければ、悩まなかった。こんなに胸が痛くなることなんてなかった。

「海斗が好きだよ。海斗を好きになる前まで、わたしは寂しくて仕方なかった。海斗がいてくれれば、もう寂しくない。だからずっと一緒にいて」

　願うように伝えた言葉に、海斗は目を見開いた。それから、なにかをこらえるようにぎゅっと眉を寄せた。

　ふいにきつく抱き寄せられて、熱い唇が髪に押し当てられる。

「ずっと、こんな風にしたかった」

　震える声で海斗は言う。

「好きだって言いながら、何度も唯にキスしたかった。今夜は恋人として唯を抱かせて。誰よりも、なによりも愛してるよ」







　立ったまま力強い両腕に抱き竦められながら、唯は唇を海斗に奪われた。

　貪るような激しいキスに翻弄されている内に、彼の熱い舌が口腔内に押し入ってくる。唯の舌をすぐさま絡め取り、隙間なく密着させてぬるぬると擦り立てた。

　ぞくぞくした快感が背すじを駆け下りる。激しくされているのに、擦りつけられる熱がただ気持ちいい。

「ぅん……っ、ん……！」

　呼吸が苦しくなって思わず身をよじっても、逃すまいとするかのように海斗は深く口づけてくる。互いの唾液が混ざり合って、グチュ、クチュ、と卑猥な水音を立てた。

　口腔内を舌で犯しながら、海斗は唯のコートを絨毯に落とした。ニットとインナーの下に、強引に手を潜り込ませてくる。直接肌にふれられて、その熱い感覚に唯は肩を震わせた。

「っア、海……」

「今日の唯、すごく綺麗だ」

　キスの合間に、海斗は陶然とささやく。

「いつも可愛いけど、今日は特別可愛い。普段と雰囲気が違うね。髪も少し巻いてる？　どうして？」

「今日、が……最後だと思ってたから」

　ブラのホックが外された。ニットの下でこぼれた片胸を、海斗のてのひらが覆う。

「それに、ホテルのレストランだって聞いて、ちゃんとした服を着ていかなきゃって」

「そういうことか。僕は、この期に及んでひと目で唯に誘惑されたよ」

「誘惑って――、っん」

　胸を大きく揉みしだかれて、唯は快感に呑まれそうになる。まだやわらかな先端を、指の腹で押し回された。

「ぁ、そこ、ダメ……っ」

「唯はいつも無意識だからタチが悪い」

　ふたたび唇を奪われる。胸を揉まれながら濃厚な口づけに晒されて、両脚から力が抜けてしまいそうになる。

　それを察したのか、海斗は唯を唐突に横抱きにした。奥の部屋に運ばれて、広々としたベッドに下ろされる。

　部屋の窓には遮光カーテンが引かれていて、光源はベッドサイドにあるランプだけだった。オレンジ色の温かな光の中で、上からのしかかってくる海斗を唯は見上げた。

　海斗の瞳は狂おしいような恋情に染まっていて、「好きだよ」とささやきながら口づけてくる。

　たくましい体の下で、服を脱がされながら熱く口づけられ、唯は苦しいほどの幸福を感じた。両腕を伸ばして、スーツ越しの広い背中を抱きしめる。

　生まれたままの姿にされて、太ももを撫でられながら胸を揉まれた。海斗の前に裸身をさらけ出され、体をいやらしくまさぐられて、羞恥より先に悦びが湧き上がってくる。

　片方の胸のふくらみを堪能するように揉みながら、海斗は先端を口に含んだ。熱くぬめる舌で舐められた瞬間、ピリッとした快感が下腹まで届く。

「ああ……ッ」

　身をよじる唯を自身の体で押さえつけて、芯の通り始めた乳首を海斗は吸い立てる。みだらな快感に侵されて、両脚のつけ根からとろりとした蜜がこぼれ出るのが自分でもわかった。

　太ももを愛でていた手が、蜜口に這い上がる。しっとりと濡れ始めた媚肉を、長い指でかき分けるようにまさぐった。

　クチュ……といやらしい水音が立つ。乳首をやわらかく甘噛みしたのち、海斗は顔を上げて唯の唇に軽く口づけた。

「もうこんなに濡らして。少し擦っただけで、泉のようにあふれてくるよ」

「だ……って、気持ちいいから……」

「今日はずいぶんと素直だね」

　熱情を秘めた瞳で見下ろしながら、海斗は唯にふたたび口づける。

　そのあいだにも彼の指は蜜襞を弄っていて、唯をたくさん感じさせた。

「っあ、あぁん……っ」

「可愛いよ唯。おまえの気持ちよさそうな顔、本当に可愛い。もっと悦くしてやるから、可愛い声でたくさん啼いて」

　とろけるような甘い声で告げながら、海斗はふくらみかけていた陰核を探り出す。それに愛液を満遍なく擦りつけて、指先で転がすように刺激した。

　途端、指先まで痺れるような快感が広がって、唯は腰を震わせる。

「ひぁ、ああ……ッ」

「ここ弄られるの好きだろ？　ほら唯、脚を閉じないで。もっと触ってあげるから」

「あ、――だめ……！」

　淫粒を根元から先端までコリ……と擦り上げられて、唯はひと際強い快感に打たれた。

「なに……っ、ぁ、あぁあ……！」

「薄皮を剥いたんだよ。いつもこうしてるの、知らなかった？」

　ひりつくほど鋭敏になった陰核を、海斗は執拗にヌチュヌチュと撫で回した。あまりの快感に、唯は息も絶え絶えに喘ぐ。

「ひぅ、ん、……ッあ、あぁ……っ」

「僕の手、唯のいやらしい液体でべちゃべちゃだ。気持ちよさそうにして、たまらないな」

　陰核をいじる指はそのままに、興奮した手つきで海斗は乳房を揉み立てた。ツンと立ち上がった乳首を指先で転がして刺激する。

　押し寄せる快楽によって、下腹の奥が熱くなる。唯は腰をくねらせ、瞳を涙で潤ませた。

「っあ、だめ、一度にしたら、気持ちよすぎるからぁ……っ」

「可愛い――唯」

　は、と熱い吐息を漏らしながら、海斗は陶然とした表情になる。胸を嬲っていた手を下ろして、唯の内ももをつかみ、外側に倒した。

　濡れそぼる蜜襞が露わになって、ひどい羞恥に唯は必死で首を振る。

「やぁ、海斗……っ」

「ピンク色の襞が蜜にたっぷりと濡れて……美味しそうだ。こうして見つめているあいだにも、蜜がトロトロと滲み出てくる」

　腫れ上がった陰核を指の腹で撫でながら、海斗は小さく喉を鳴らした。気持ちよさと恥ずかしさに、唯が涙まじりに喘ぐと、海斗は二本の指で陰核をつまんで擦り合わせてくる。

「ああぁ……っ！」

「蜜口がヒクついてる。早く中をぐちゃぐちゃにかき混ぜて欲しいんだろ？」

　海斗の太く長い指が膣孔にねじ込まれたときの快感を、唯はまざまざと思い出した。思わず言葉に詰まった唯を見て、海斗は喉の奥で笑う。

「お望みどおりに」

「――ッ、あ……!!」

　彼の指が二本同時にずぷりと押し入ってきて、唯は腰を震わせた。

　出し入れを二、三度繰り返してから根元まで埋められて、奥をグチュグチュとかき回される。

　熱くとろける膣襞を容赦なく嬲られて、強すぎる快感に唯はよがった。蠢く襞が彼の指をぎゅうっと締めつけ、壁を擦り立てられる感触がさらに強まる。

　下腹に蓄積していた熱がいまにも弾けそうになっていた。海斗が両脚のあいだにその端整な顔をうずめて、ふくらみきった柔粒を口に含み吸い上げた瞬間、唯は絶頂に達した。

「ぁああん……ッ！」

　背をしならせ、つま先でシーツをかいて海斗から逃げようとするのを、彼は強靭な片腕で抱き止める。唯の腰に腕を巻きつけて留めながら、膣孔の指淫と陰核への口淫を続けた。

「あ、あ、あ、もう、っん、だめぇ……ッ」

「は……っ、こんなにも僕の指を締めつけて、いやらしい粒をぱんぱんに腫らして――。僕のモノを咥え込む前に、何度イくつもりなんだおまえは」

　下りてきた子宮の膜に、海斗の指が届く。そこを抉るように刺激されながら陰核を吸い立てられて、唯は再度絶頂を極めた。

「ひぁ、ぁああ……!!」

　飛び散る愛液を啜って、海斗はぐちゃぐちゃにとろけきった膣孔をぐるりとかき混ぜる。それから顔を上げて、上体を起こした。

「唯……」

「ぁ、あん、ん……っ」

　指はまだ埋められたままだったから、唯はビクビクと小刻みに体を震わせながら感じていた。

　朦朧とした視界の中で、唯の愛液で濡れた唇を海斗は舐める。膣孔から指を引き抜き、自身のスーツに手を掛けて脱いでいく。

　たくましい裸体がランプの光に照らされ、筋肉の凹凸がくっきりと影を作った。その雄々しさに、唯は見とれてしまう。

　彼の肉欲の象徴は、下腹に付く勢いで力強く漲っていた。そのことに気づき唯が思わず目を逸らすと、海斗は上から覆いかぶさるようにして、唯に口づけてくる。

「唯がエロすぎるせいで、こっちも勃ちすぎて痛いくらいだ。ほら、わかるだろ？」

　熱い吐息混じりの低音でささやきながら、唯の太ももに熱く張り詰めた肉棒を擦りつけてくる。唯はびくんと体を強張らせた。

「っ……かい、と」

「早く挿れたい。いちばん深いところまで押し込んで揺さぶりたい。唯、おまえが上になって。そうしたら、一気に奥までねじ込める」

「上、って……、きゃっ」

　抱き寄せられるようにして上体を起こされた。あぐらをかく海斗の脚の上に、両膝立ちにさせられる。

　彼の目の前で揺れる乳房に、海斗はちゅっと口づけた。細腰に片腕を回し、もう片方のてのひらで唯の頬を包む。

　仕草は優しいのに、海斗の双眸には獰猛な光がチラついていた。なにより、膣口に押し当てられた彼の肉棒が、いつもよりも大きく滾っているような気がして、唯は怯えてしまう。

「このまま腰を下ろして」

　情欲に掠れた声で海斗は言った。

「僕のを自分で挿れるんだ。できるだろ？」

「で、でも」

　自分からするなんて、これまで経験したことがない。唯が躊躇すると、海斗は焦れたように唯の腰をわずかに引き下ろした。

　彼の先端が、とろけた膣口に埋まる。そのとき走った快感に、唯は崩れ落ちそうになり、海斗の肩に両手をついた。

「あ……ッ」

「早く、唯。我慢できない」

　熱いてのひらで唯の頬を撫でながら、海斗は息を乱して見つめてくる。きつく寄せられた眉間が彼の限界を物語っていて、唯は躊躇いながらも覚悟を決めた。唯も、彼にたくさん感じてもらいたかった。

　固く太い雄茎に――いつのまにかそこにはゴムが着けられていた――、指を絡みつかせるようにしてつかむ。直後、ドクンと脈打ちさらにふくれ上がるそれに一瞬怯えるも、唯は恐る恐る腰を落としていった。

　亀頭の部分がズプリと膣肉に埋まる。海斗が息を詰める気配がした。唯は彼の首もとに両腕を回して、さらに腰を落としていく。

「あ、あ……っ」

　蜜に濡れて熟れきった果肉は、凶悪な肉棒をヌプヌプと呑み込んでいく。雄の凹凸に鋭敏な襞を擦り上げられて、唯は喘いだ。

（気持ちいい――）

　すぐ耳もとで、海斗が熱い息を吐く。唯の動きがゆっくりなので、根元までまだ埋まっていない。

「っ、く――、はぁ、唯……っ」

「海斗、気持ちいい……？」

「ああ……悦すぎておかしくなりそうだ。っ、これ以上、焦らさないでくれ。早く、奥まで……ッ」

　快楽を耐えながら息を乱して求めてくる彼に、唯はぞくぞくした。端整な顔立ちが汗に濡れて、男の色香を惜しげもなく放っている。

　彼に見とれながら、唯は体内を舐め上げていくような快感に耐えて腰を落とした。しかし、お尻が彼の脚に密着する直前で、海斗が唯の腰をグッと抱きしめ、下から鋭く突き上げてきた。

「――――ッ」

　予測し得なかった刺激に、唯は目を見開いた。性感帯である子宮の底を叩かれて、絶頂に駆け上がる。

「あ……！　海――、っ」

「唯……!!」

　とっさに上へ逃げようとする唯を、力強い両腕で抱き止めて、海斗は何度も腰を突き上げてきた。達している最中だった唯の膣襞は、激しい快感に大きく蠢いて、男根をきつく食い締める。

「――ッ、は、唯、おまえの中は、たまらない……!!」

「あ、ぁ、ああっ、ひぁぁ……っ！」

　激しい突き上げになす術もなく、唯はただ海斗にしがみつき、叩きつけられる快楽を受け止めるしかなかった。広いベッドが軋みを上げ、出し入れされる膣孔から泡立つ愛液がグシュグシュとかき出された。

「ああ、海斗、奥、すごい……ッ、気持ちいい、ぁあ、海斗ぉ……っ！」

「くそ……ッ！」

　歯を食いしばり、海斗は唯をシーツに押し倒した。スプリングが跳ねる。抜けかかった剛直を再度奥までねじ込んで、上から唯を組み敷きながら奪うように口づけてくる。

「ぅん、んん……ッ」

「唯――、好きだよ、唯」

　荒げた息の下、切ないくらいの声で海斗は告げる。

　彼の欲望が激しく抽挿を繰り返し、唯の体内を貪っていく。

「唯が好きだ。ずっと僕のものでいて。ずっとこのまま――、死ぬまで一生、誰よりもそばに……！」

　最奥を力強い雄杭で叩かれる。

　下腹に凝りきっていた淫熱が弾けて、唯は何度目かの絶頂を極めた。

　熱い蜜にとろけ、快楽にむせぶ膣孔が、肉棒をぎゅうっと締めつけた。低く呻き声を上げて、海斗の体がビクビクと震える。同時に、硬くふくれ上がった男性器から精が放たれた。

　膜越しに感じる熱を唯は感じた。何度か抜き差しを繰り返され、ねっとりした快楽が糸を引く。体から力が抜けて、指先まで弛緩していく。

　その指に、海斗の指が絡んだ。唯の頬を撫でながら唇を重ね、海斗は己の性をゆっくりと抜き取る。

「ぁ……、ん」

「唯……」

　掠れた声で愛しげに呼びながら、海斗は告げた。

「おまえを愛してる。なによりも愛してるよ」

「……わたしも」

　絡められた指を、唯は握った。満ち足りた温もりの中で口を開く。

「わたしも海斗が好き。大好きだよ。だからずっと海斗のそばにいさせて」 






７　幸せの先へ







　青葉の薫る初夏の晴天。

　スーツ姿の唯は、外回りの帰りに会社からほど近いパスタ屋に寄り、親友の優亜とランチタイムを楽しんでいた。

　会社の制服姿の優亜は、髪をバレッタで一つにまとめ上げていて色っぽい。それを指摘したら「今夜はデートなの」と彼女はちょっと恥ずかしそうにしながら言った。

「へえ、そうなんだ！　前に会ったっていうお見合い相手の彼？」

「うん、そう。親の決めてきたお見合い相手なんて嫌だって思ってたんだけど、何度か誘われて会ううちに気になるようになってきたんだよね」

「すごいじゃん。我が社の華、篠木優亜の心を射止めるなんて、よっぽどイイ男なんだろうな。デート楽しんできなよ」

　親友の幸せな話は、聞いていてこちらも幸せになってくる。唯がツナパスタをフォークに巻きつけていると、優亜が言った。

「そういう唯だって、今日も仕事が終わったら雪村の家に直行なんでしょ？　婚約を公表してからというもの、ほんっとラブラブイチャイチャなんだから。毎日毎日ご馳走サマ」

「ちょっと、変な言い方しないでよ。会社では別にイチャイチャなんてしてないでしょ」

「唯はそうかもしれないけど、雪村は違うじゃない。あからさまにイチャイチャすることはないけど、全身からベタ惚れオーラが放出されてるのよ。あれに当てられるこっちの身にもなってよ。ああ、可哀想な村上……」

　わざとらしく優亜はため息をつく。水を飲んでいた唯は、思わずむせそうになった。

　同期の村上陽太とは、いまも良好な友人関係が続いている。というのも、ホテルで海斗と結ばれた翌月曜日、仕事終わりに唯が個人的に陽太をカフェに呼び出したのだ。陽太は、唯に話をする時間をとってほしいと言っていたので、二つ返事で来てくれた。

　唯はまず、海斗とはなんの関係もないと嘘をついたことを陽太に謝った。そして、海斗とは友達以上恋人未満という曖昧な関係が一ヶ月前から続いていて、つい先日、互いの気持ちを話し合って、結婚を前提に付き合うことになったと打ち明けた。

　陽太は口を挟まずじっと聞いていた。唯が話し終えると、短い沈黙ののち、目を伏せて息を吐いた。

　唯は緊張しながら、スプーンでコーヒーをかき混ぜていたが、やがて陽太は顔を上げて笑顔を見せた。

『そっか、やっぱり俺の予想してたとおりだったな。二人は絶対アヤシイと思ってたんだよ。だから葉月に聞いてみたんだけど、ビンゴだったな。さすが俺！』

　陽太はコーヒーを飲み干して、明るい声で続けた。

『ついに海斗に彼女ができたんだなぁ。何人の女子社員が泣くことやら。とにかくおめでとう、葉月。結婚前提のお付き合いなんて最高じゃん。海斗はいい奴だし、おまえを絶対大事にしてくれるよ』

『――うん』

　唯は、陽太の優しさへの感謝で胸をいっぱいにしながら言った。

『ありがとう、村上』

　金曜の給湯室で、陽太が唯に告げかけた内容を、唯は理解している。けれどいまの陽太と自分は、そのことにふれないまま、コーヒーを片手にいろんな話題に花を咲かせた。営業部の先輩や後輩のこと、別の支社にいる同期についての話、会社近くの穴場のカフェの情報など。

　そしてそろそろ帰ろうかという段になったころ、コートを羽織りながら陽太はポツリと言った。

『幸せになれよ、葉月』

　一拍置いて、唯はうなずいた。

『村上もね』

　心を込めてそう伝えると、陽太は『おう』と言って笑った。

　陽太のことを思い出して、パスタのフォークを片手に持ったまま唯はぼうっとしてしまった。優亜は「ごめんごめん」と謝ってくる。

「村上のこと持ち出してごめん。そんなことしたら村上にも失礼だよね」

　唯は我に返り、しかめっ面を作る。

「そうだよ、失礼だよ。反省しなさい」

「反省します。ところで唯と雪村は一緒に住まないの？　毎日あいつのマンションに通ってるんでしょ？　同棲したほうがなにかと便利じゃない？」

「海斗はそうしたいって言ってるんだけど、来年には結婚するんだし、会社に住所変更出したりするのが面倒でしょ？　いま住んでるところが社宅じゃなかったら、わざわざ手続きしなくても良かったかもしれないんだけどさ」

「それもそうだね。どうせだったら結婚手続きのときに一度にやっちゃったほうが楽よね。――そういえば話変わるけど、総務課ウチの課長、来年から金沢支社に異動になるっていう噂があってね」

「えっ、ほんと？　あの課長すっごい優しくて癒しキャラだったのに〜」

　会話に夢中になりつつ楽しいランチタイムを過ごしていると、ふいにテーブルが誰かの指で叩かれた。

　女子トークから現実に引き戻されて、唯と優亜が揃って顔を上げると、テーブルの横には海斗が苦笑しつつ立っている。彼もスーツ姿だ。

　唯は目を丸くした。

「あれっ海斗、どうしたの？」

「唯たちよりも先にこの店に来てて、奥のテーブルで昼メシ食べてたんだよ。おまえはちっとも僕に気づかないし、楽しそうに話に夢中になってたようだったから声かけなかったんだ。どうも、篠木さん」

「どうも、雪村。ごめんね、雪村がいたこと全然気づかなかった」

「そんなものだろうと思ってるから大丈夫だよ。僕はもう食べ終わったからまた外回りに出かけるけど、唯はこれから会社に戻るの？」

「ううん、わたしも外回りだよ。戻るのは夕方かな」

「了解。僕は残業になりそうだから、先にマンションに行って冷蔵庫にあるもの適当に食べてて。それじゃあ」

　爽やかに笑って、海斗は店を出ていった。そのとき唯は、彼の手にこのテーブルの伝票があるのを目撃した。

　優亜に目を向ける。

「このランチ、ご馳走してくれるみたいだよ」

「えー、また!?　これで何回目よ」

「こういうときの海斗の手際がいつも鮮やかすぎて、止めることができないんだよね……」

「後でお礼言っとかなくちゃ。唯も、今夜のエッチはサービスするのよ。わたしの感謝の分も上乗せでね」

「なにそれ、どんな計算なわけ？」

　唯はくすくす笑った。

　今夜も仕事が終わったら、大急ぎで海斗の部屋に行こう。合鍵を使って中に入り、豊富な材料の揃っている冷蔵庫から食材を取り出して、料理本とにらめっこしながら海斗のために夕食を作ろう。

　来年から始まる彼との結婚生活に思いを馳せながら、唯は大きな窓越しに、雲ひとつない青空を見上げた。






あとがき








　初めましての方もそうでない方もこんにちは、椋くら本もと梨り戸とです。この作品をお手に取っていただき、誠にありがとうございました。

　今回は素敵なご縁をいただきまして、濃蜜ラブルージュ様からお声がけいただき、当作品を書かせていただくことになりました。濃蜜ラブルージュ様はその名の表すとおり、濃密なラブシーンを特徴としたレーベル様です。コンセプトをお聞きしたとき、思わず「どれくらいのレベルの濃さで書けばいいのですか？　例を教えてください」と尋ねてしまったことは良い思い出です。

　担当者様のご指示の元に改稿を重ねていったのですが、そのたびにラブシーンが目に見えてどんどん濃くなっていったので、「さすが濃蜜ラブルージュ様……」と実感しました。担当者様はとても熱意のあるお方で、なおかつご助言は冷静で的確なので、頼もしく感じながらのびのびとお仕事をさせていただくことができました。とても勉強になりましたし、いろいろとお世話になりまして、感謝の気持ちでいっぱいです。

　また、イラストレーターの園その見み亜あ季き先生には、とっても素晴らしい表紙を描いていただきました。海斗が唯にささやいている声がいまにも聞こえてきそうな臨場感のあるイラストで、本当に素敵です。艶っぽさがとてもおしゃれで、園見先生に表紙を描いていただけて幸せでした。どうもありがとうございました。

　そのほかにも、携わっていただいたすべての方々に感謝を申し上げます。大変お世話になりまして、誠にありがとうございました。

　執筆時間を確保してくれる家族のみんな、くだらないことから深いことまでどんな話でも聞いてくれる友人たち、行き詰まったときに「なんとかなるか」とのんびりした気持ちにさせてくれる二匹の猫。いつも本当にありがとう。心から感謝しています。

　最後に、読者様へたくさんの感謝を。こうして書き続けていられるのも、読んでくださる方々のおかげです。いつも支えてくださってありがとうございます。これからも作品をお届けできるようがんばります。そして、読んでくださった方に面白かったと思っていただければこれほど幸せなことはありません。

　またどこかでお会いできることを願って。
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●著作権に関して
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